
平成 29 年 予算審査特別委員会 

 

1 開 催 期 日   平成 29年 3月 7 日（火）   午前 10 時 00 分から午後 3時 15 分 

 

2 開 催 場 所      本庁舎 3階本会議場 

 

3 出 席 委 員   橋本委員長、板垣副委員 

野村委員、島崎委員、谷浦委員、稲田委員、永井委員、山本委員、 

藤田委員、大迫委員、木村委員、川崎委員、尾崎委員、鈴木委員、 

中川委員、田辺委員、鶴谷委員、小田島委員、坂本委員、滝 委員 

國枝委員 

 

4 欠 席 委 員   なし 

 

5 委員外議員   佐藤議長 

 

6 市側出席者 

市 民 環 境 部 長  塚 崎 俊 典   保 健 福 祉 部 長  福 島 政 則 

子育て支援室長  木 下 隆 司   市 民 課 長  榎 本 明 嘉 

環 境 課 長  志 村  敦   福 祉 課 長  奥 山  衛 

高齢者支援課長  三 上 勤 也   健 康 推 進 課 長  及 川 幸 紀 

保 険 年 金 課 長  渡 辺 広 樹   子育て支援室保育課長  中 居 直 人 

子育て支援室子育て担当参事  織 田 波 香   すみれ保育園長  加 藤 真 弓 

すずらん保育園長  塚 崎 智 美   稲 穂 保 育 園 長  大 内 文 子 

 

戸籍・住基担当主査  大 野 聡 美   社会保障・税番号担当主査  林  奈 津 子 

生活安全担当主査  近 藤 将 雄   空家対策担当主査  村 上 清 志 

環境保全担当主査  小 川 大 輔   衛生・霊園担当主査  土 居 裕 之 

廃棄物計画担当主査  米 村  恒   廃棄物管理担当主査  木 村  洋 一 郎 

福祉庶務担当主査  林  睦 晃   障がい福祉担当主査  川 又 洋 火 

障がい相談担当主査  柄 澤 尚 江   生活保護担当主査  鈴 木 靖 彦 

高齢者福祉担当主査  渡 邉 篤 広   高齢者相談担当主査  浜 山 か お り 

介護給付・保険料担当主査  荒 川  亨   健康推進担当主査  尾 崎 英 輝 

保健指導担当主査  野 切 径 代   特定健診担当主査  影 久 真 美 

国保給付・年金担当主査  奥 山 俊 明   医療給付担当主査  三 澤 聖 子 

保 育 担 当 主 査  笠 井  衛   学 童 担 当 主 査  高 橋 陽 子 
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児童家庭担当主査  記 内  崇   発達支援担当主査  濱 田 真 吾 

地域子育て支援センター主任保育士  橋 本 な つ み 

 

7 事 務 局    事 務 局 長  仲野 邦廣  事務局次長  千葉めぐみ 

   議会担当主査  松本 政樹  書 記  金 田  周 

   書    記  永澤るみ子 

 

8 傍 聴 者    なし 

 

9 案   件    議案第 17 号 平成 29年度北広島市一般会計予算 

議案第 18号 平成 29 年度北広島市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第 19号 平成 29 年度北広島市下水道事業特別会計予算 

議案第 20号 平成 29 年度北広島市霊園事業特別会計予算 

議案第 21号 平成 29 年度北広島市介護保険特別会計予算 

議案第 22号 平成 29 年度北広島市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 23号 平成 29 年度北広島市水道事業会計予算 

 

 

議事の経過 

 

橋本委員長 

 皆さん、おはようございます。 

ただいまから予算審査特別委員会を開きます。 

散会前に引き続き、一般会計予算の歳出の質疑を行います。 

それでは総務費のうち、総務管理費の出張所費、企画費のコミュニティ施設管理費、交

通対策費のうち、交通対策経費、交通安全推進事業及び交通安全施設整備事業、市民生活

費のうち、市民生活経費、平和推進事業、市民法律相談事業、犯罪のない安全で安心なま

ちづくり推進事業、街路灯整備支援事業、地域コミュニティ推進事業、人権意識の普及啓

発事業、市民協働推進事業のうち、地域まちづくり推進事業、空き家対策事業、エルフィ

ンパーク運営費、公聴費及び戸籍住民基本台帳費の質疑を行います。 

永井委員。 

 

永井委員 

 おはようございます。2点お聞きいたします。予算書 79 ページ、附属資料 33 ページの街

路灯整備支援事業と、同じく予算書 79 ページ、附属資料 33 ページの人権意識の普及啓発

事業について伺います。まず街路灯整備の関係ですけれども、現在設置されているＬＥＤ
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化の街路灯、大分進捗率が進んでいるかと思うのですが、事業評価を見ましたら、平成 28

年度ではＬＥＤ化率 70％を目標にと、そして平成 30 年度までには 80％を目標にという内

容が書かれておりますけれども、現在の、直近の進捗率をお聞かせください。まずそれ 1

つですね。 

人権意識の方ですが、この度拡大内容になっているのですが、この拡大をすることによ

って、これまでの事業内容と変わるものはありますでしょうか。まずお聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 まず 1 点目の街路灯でございますが、28 年度末の見込み数値でございますが、ＬＥＤ化

率は 72％で、29 年度の見込みとしては 79％を予定してございます。 

続きまして人権の関係でございますが、今回、人権啓発の活動、地方委託事業という北

海道からの事業指定を受けまして、80 万円の委託費をいただきながら人権啓発の強化を実

施いたします。その内容としましては、講演会の開催、これは人権に精通する大学の教授

を予定してございます。それと需用費では人権の花ということで小学校全校に花植えをし

ていただくこと、そしてこれは例年どおりですが、ふるさと祭り、元気フェスティバル等

で啓発物品をお渡ししながら啓発活動をしていくこと。それと懸垂幕として市役所庁舎に

掲げる部分と横断幕をエルフィンパークに掲示することで作成を予定している状況でござ

います。 

 

橋本委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 それでは街路灯に関しては目標計画どおりに進んでいるということですね。それで 1 点

お伺いしたいのですが、例えば現在、既にＬＥＤ化になっている街路灯にもう 1 つ向きを

変えた形でＬＥＤを付けていただきたい、つまり電柱に 2 つ付けるようなイメージになる

かと思うのですけれども、実態に私の住んでいる町内からも、市民の方から、小学生と中

学生が通学路として使っているところがやはり 1 つだけでは少し暗かったり、あとは冬場

ですと学校の下校時間には既に暗かったりするので不安だということで、追加設置はでき

るのでしょうかというお話を伺いましたので、その点について可能なのかお聞きいたしま

す。 

人権意識の方ですが、小学生が対象で花植えなどを行っているということですけれども、

就学前の保育園や幼稚園での取り組みは、これはもしかしたら子どもの権利擁護事業との
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絡みもあるのかなと思ったのですけれども、やはり小さいときから自分を大切にしなさい

という意識を持っていく教育も必要かと思いますので、就学前の子ども達に対しての取り

組みはどのように検討されていますでしょうか。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 街路灯の関係につきましては、既に柱や電柱共架している街路灯にもう 1 基となれば、

その柱の強度に問題がなく自治会または管理組合として必要だということであれば申請い

ただいて全然問題ありません。 

それと、人権の就学前の子ども達への活動ということですが、現行では小学生から、人

権擁護委員が学校に行って共に勉強してくるという活動は行われているようですが、就学

前については行われてないと考えています。 

 

橋本委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 街路灯の件ですけれども、自治会から要請があった場合には臨機応変に対応していただ

けるということで、もし追加設置となりますと修繕費とかで計上されるのでしょうか。そ

れは、新たに設置費ということで、わかりました。 

人権意識の関係ですけれども、今後は就学前の子ども達に関しての学びの場、人権意識

についての学びの場みたいなのも検討していただければと思いますので、要望として終わ

ります。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

小田島委員。 

 

小田島委員 

 おはようございます。よろしくお願いいたします。私は 2点お伺いしたいと思います。1

点目は予算書 77 ページのコミュニティ施設運営経費の中の工事請負費ということで 2,412

万円ほど計上されておりますけれども、コミュニティ施設、大きい施設から町内会などで

すね、会館や小さい施設もあると思うのですが、大きい施設はそれなりに整備されてきて

いると思うのですが、小さい施設、会館等の修繕は新しいのはあまり見受けられなくて、
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だいぶん経年されている施設が多いのかなと、その辺は経年劣化などがあると思うのです

が、この 2,400 万円の工事請負費、例えば長期的に長寿命化させるための長期修繕計画だ

とかそういったものがあって今年度 2,400 万円という支出を考えていらっしゃるのか、そ

こら辺の中身をお伺いしたいなというのが 1点目でございます。 

2 点目でございますけれども、今、永井委員からもございましたけれども、79 ページ、

街路灯の整備事業の関係でございます。この辺については、率のところで今お話をいただ

きましたけれども、全体数で、そして灯数でいうと、どのくらいの灯数で 72％なのかと、

79％にするためにはどのくらいの灯数を改良すれば 79％になるのか、そして 30年まで 80％

目標ですけれども、残りの 20％の方向性みたいなものを今お持ちなのかどうかをお伺いし

たいと思います。以上 2点、よろしくお願いいたします。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 10時 11 分 

再 開  午前 10時 12 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 

榎本市民課長 

 コミュニティ施設に係る工事請負費については、今回計上させていただいたものとして

は、広葉交流センターの外壁工事と広葉交流センター内にあります学童クラブエリア内の

修繕工事ということで 1,500 万円程度を計上させていただいております。その他、前段に

ありました地区センターまたは地区会館等に係る工事ではございませんが、修繕の内容と

いたしましては、今回地区センター系では住民センターの照明灯の修繕や夢プラザの駐車

場のラインの引き直し、またタイル復旧作業ということと、地区会館におきましては第 3

住区の外壁、屋根の修繕を行うべく、需用費で予算計上させていただいている状況であり

ます。 

それと街路灯の関係でございますが、まず 28 年度の 72％を灯数で申し上げますと、街路

灯数が全体で 6,100 灯ございますが、その中の 4,418 灯が今年度内にＬＥＤ化されるとい

うことで考えてございます。29 年度の 79％の見込みとしては 4,818 灯であり、これは各自

治会、管理組合に事前調査を行って、ＬＥＤ化の希望をいただいている灯数でございます。

80％を過ぎた後の 20％につきましては、今後、自治会、管理組合等に計画的にやっている

途中なのか、またはＬＥＤ化を考えていない状況なのかというところを、まだＬＥＤ化さ

れていない自治会等が 30ほどありますので、それらに意向確認等を行って、残り 20％の部
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分の把握をしながら今後、街路灯の整備を行っていきたいと考えてございます。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 ありがとうございました。コミュニティ施設の関係ですけれども、今、修繕等をする箇

所についてお伺いいたしましたけれども、これらについては事象が発生してからの対応が

主なのでしょうか。それともやはり先ほど言った老朽化、古いよというところがあって、

それを年次的に計画を立ててやろうとしているのか、そこら辺ももう一度教えていただき

たいと思います。 

それともう 1つは、今ＬＥＤ化の関係をお答えいただきました。まだ 30の町内会での意

向調査を経ながらということでございますけれども、是非、省エネということがあります

ので、町内会に逆に働きかけをするなどして、やはり市街地の街灯は省エネに向かってい

ただくようなご努力もお願いしたいなと思います。その辺についてよろしくお願いします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 修繕の関係で申し上げますが、基本的には緊急または重大な状況にあれば、それを優先

する考え方に立ってございます。ただ、そう言いながらも老朽化している地区会館等がご

ざいますので、それらについては、今後の話にもなりますが、先ほど小田島委員もおっし

ゃったように、公共施設の全体での延命化という考え方から計画に基づき、各施設を診断

していくという流れがございます。それらに基づきまして、今後利用者数や経過年数、老

朽化度合いなどを含めて、施設ごとにどのような対応をとっていくかという部分について

診断がなされた後は計画的な営繕が出てくると思われますし、場合によっては建て替えと

いうことも出るのかなと考えてございます。 

また、20％のＬＥＤ未了部分につきましては、今後どのように自治会や組合が考えてい

るかを調査確認するのと併せて、是非ＬＥＤ化を進めていただくよう勧奨をしていきたい

と考えてございます。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

大迫委員。 
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大迫委員 

 1 点だけお聞きいたします。81 ページ、空き家対策事業ですけれども、附属資料を見ま

すと空き家の屋根の雪下ろしの事案に対応すると書かれておりますけれども、どのような

事案を想定しているのか。毎年、空き家の雪が道路に落ちて消防が出動するところがあり

ますけれどもそういうところなのか、雪下ろししないと家が潰れそうだというところなの

か、どういうところを想定しているのかお聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 雪下ろしの部分につきましては、基本的に公道側に雪が落ちて通行する方々または車両

に対して支障を及ぼすような状況が予測される場合において、所有者の方に連絡を取りな

がら雪おろしの勧奨を行い、所有者が実施できない場合については、市で雪下ろしを行う

ことを考えてございます。基本的には、対公共施設または公道等の影響という部分を最大

限考えているところであります。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 公道側に雪が落ちて大変だというところが毎年何件かありますよね。申請するというの

は、そういうところはたぶん家主がしないと思うのです。持ち主がしないと思うので、地

域の方が申請をしてやっていただけるのかどうなのか、お聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 今おっしゃったように、空き家ですから、家主がいない状況だけれども近隣住民として

は危険性を感じているという連絡なり、場合によっては苦情のお電話をいただきます。そ

のときに市側としてはその所有者を調査して、所有者にこういう状況にありますというこ

とをご連絡差し上げて、所有者の方での対応ができない、または連絡がつかないというよ

うな状況になった場合に、特段の申請行為がなくても市で必要だと判断すれば、緊急安全

措置ということでの対応をしている状況にあります。 
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橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 担当部署にお願いすると見て判断してくれるということですよね。わかりました。その

ときの費用、予算を組んでいるのですが、費用はその家主に請求するのかしないのか、お

聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 掛かった費用については、所有者の方に請求をいたします。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

田辺委員。 

 

田辺委員 

 それでは 77ページのコミュニティ施設の運営経費ですけれども、今もお話に出ていまし

た「いこ～よ」についてですけれども、造られてから年数も経って、利用の方も徐々に増

えているかと思うのですけれども、冬期間の暖房について改善の余地がないのかお伺いし

たいのですが、冬場は室内がすごく寒いという声があります。それで廊下の方が温かいと

いう現象が起きているんですよね。たぶん廊下は既存の暖房を使っているのかその辺はよ

くわからないのですが、室内の暖房をつけると暖房機の音が大きくて中で話している声が

聞こえない、そして暖房を制限すると非常に寒くて、廊下に出るとものすごく暖かいので

す。その辺の格差と言いましょうか、これが改善できないのかどうかお伺いします。 

それからもう 1 つ、エルフィンパークの運営費のことですけれども、ページ数はもう少

し後です。エルフィンパーク利用については色々な委員の方からも市民の方からも色々な

声があると思います。駅前の特に西口はこれといった建物もなく閑散とした雰囲気がある

かと思います。そういうことから考えると、エルフィンパークの活用はうちのまちの賑わ

いを見せていく上でもとても大切な場所だと思うのです。たしかに色々な制約があるのは

わかるのですが、もう少し活用の仕方を考えていけないのか。その辺、行政だけではなく

て市民の方の力も借りて、エルフィンパークの利用に関してのワークショップみたいなも

のを持つなどして、もう少し活用の仕方を考えられないのかお伺いします。 
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橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 「いこ～よ」の冬期間の各室の暖房が不十分ということと、逆に廊下側の暖房の温度差

があるということですので、これについては現場と調整を取りながら今後何か改善ができ

るか検討してまいりたいと考えてございます。 

続きましてエルフィンパークの活用ということで、エルフィンパークの交流広場という

ことでよろしいでしょうか。交流広場の活用につきましては今現在もかなり広くお使いい

ただいておりますが、制限しているのは営利を目的としたものや、いわゆる禁止事項とい

うのが基本的にありますが、一般の方が交流するところなので、一定程度の制限はさせて

いただいておりますが、禁止するという部分は、先ほど申し上げた営利を目的とした活動、

販売だとかという限定的なものだと考えておりますので、ある程度許容の範囲があるのか

なと考えてございます。広場も含めた、エルフィンパークの話になってくると、私どもの

範囲を超えるかもしれませんが、あくまでもエルフィンパーク内ということでの利活用に

ついては申請があればその都度検討していくことになり、利用の形態をそれぞれ判断して

いくことになると思います。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 今のエルフィンパークの話ですけれど、行政側から提案していくのではなくて、あの場

所をもっとうちのまちの入口として、賑わいの場を作ることをもっと前向きに考えられな

いのかなということで今お話しました、結構何も使われていなくて閑散としているときも

あるわけですよね。あそこは一応使用料も無料になっていて市民の方に広く開放されてい

る場所だと思いますので、もう少し活用が進むようなことを、市民参加で何かそういう企

画ものでイベントとかをもっと沢山できるような方法を、市の側から提案、市民の方に一

緒に話し合いませんかみたいなそういう場を作れないでしょうかということでお話しまし

た。 

それから「いこ～よ」については暖房の形態が廊下と室内では何か構造上違うのでしょ

うか。そこをお伺いします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 
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榎本市民課長 

 まず「いこ～よ」の関係については、ご存じのとおり、貸し室については個別暖房化を

図ってＦＦストーブが付いてございます。廊下や体育館については集中暖房のエリアと考

えてございます。 

エルフィンパークの活用の件ですが、有効な活用の方法について、どのようなことがで

きるのか今後検討してまいりたいと思います。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 是非前向きに、色々な方から観光案内があったらいいとか色々と声が出ていると思いま

すので、そういうことも含めて市民の方と考える場を作って、本当にうちのまちの財産だ

と思うので利活用が進むようにお願いします。 

それから「いこ～よ」の暖房ですけれども、集中暖房を個室にもすることは構造上難し

いことなのですね。要するに個室なのでそこそこで、でも暖房料とかを取るからそういう

ことになっているのか、実際、廊下に出ると本当にほっとする暖かさで、室内は本当に寒

くて、特に冬場の夜の研修などに行った時は非常に辛い思いをします。お年寄りも多いで

すし、女性は冷え性の方も多いので、あそこの場所を活用する上で是非早めに検討してい

ただきたいので、その辺についてはいかがでしょうか。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 各室暖房は、基本的にはそのエリアを仕切った形で使われるところを集中的に暖房して

いきたいという考え方に基づいて個別暖房がされたと思います。利用時間の前から暖房機

をつけるというような工夫をして、利用の際には暖まった状態で利用ができないかなど各

室暖房の本来のメリットが発揮できるよう検討してまいりたいと思います。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

山本委員。 

 

山本委員 

 1 つは 59 ページの出張所経費ですけれども、経費ということではなくて各出張所の位置
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づけといいますか、やはり北広島は分散している地域だというそういうところだというこ

ともありまして、出張所の役割は非常に大きいと思うのです。そういう意味で、出張所に

もう少しワンストップ機能が必要だと思うのですが、今まで権限の移譲を含めてワンスト

ップ化というのはどれくらい進んでいるのか、把握している範囲で結構ですけれどもお教

え願いたいと思います。 

それから 2点目は 79 ページの平和推進事業ですけれども、昨年度は市制施行記念という

ことでかなり大規模に行われたと思うのですが、今年度は予算的にも非常に少なくなって

いると思うのですが、今年度はどういう事業を行っていく考えなのかということです。 

それから 3点目は 81 ページの空き家対策事業ですけれども、空き家対策の調査を行った

り協議会で審議する形で全体的に計画を進めていくのだと思いますけれども、これまでの

取り組み状況ですね、調査も含めた取り組み状況で調査結果等がもし出ていれば、その結

果も教えていただければと思います。それで今年度は具体的にどこまで取り組みを進めて

いって、将来的にはどういうスケジュールで空き家対策事業を行っていくのかを教えてい

ただければと思います。 

 

橋本委員長 

 塚崎市民環境部長。 

 

塚崎市民環境部長 

 出張所の関係について回答させていただきます。まず権限の移譲ということですけれど

も、基本的に出張所では窓口業務として受付全般についてやっております。また臨時的に

介護等の交付金などがある場合については、そういったものの臨時の受付窓口にもなって

いるということで、権限を移譲するというよりも通常そういった窓口になっているという

ことです。それからワンストップというお話がございましたけれども、基本的には出張所

は、例えば戸籍だけではなくて今言った福祉の関係や税務の関係のお話を全て 1 人の人間

が聞いているということでは、ワンストップの体制は取られています。ただこれまでもお

話しましたけれども、例えば納税の関係で個人的に相談しなければならない場合について

は、その場から納税に電話を結びまして担当者とお話をしていただくという対応も取るの

ですが、やはりプライバシーにも配慮しなければ駄目なので、プライバシー的なものであ

れば、やはり税務課に直接行っていただいて相談をしていただくという場面は出てまいり

ます。ただ基本的には受付行為については幅広く受け付けている状況ですので、権限の移

譲とは少し観点が違いますけれどもそういったことで窓口業務をやっているということで、

ご理解いただければと思います。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 
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榎本市民課長 

 まず平和の灯の活動の関係でございますが、基本的に平和の灯を守る市民の会の事業と

して、市と共同で実施をさせていただいていることになりますが、例年のことですが、平

和の懸垂幕の設置、平和パネル展、折り鶴コーナーの設置を 8月に行う予定でございます。

昨年実施した 20 周年記念事業という形での大きな取り組みはございませんが、例年であれ

ば映画を上映するというような部分が会の中で検討されていくと思いますので、それに類

するような事業がまた今年も会の中から提案されるものと考えてございます。 

空き家対策の関係でございますが、これまでの実施状況ということでありますが、まず

実態として空き家の棟数の把握ということで、水道の利用状況から水が止められて概ね 1

年以上を空き家状態と捉えておりますので、その調査をさせていただいた後に、それらを

税務課の課税資料とリンクさせながら、棟数の確認と町内会や自治会に対して空き家の実

態調査として、空き家として何か不都合、不具合があるかどうかの調査を行いました。そ

れらをベースに、今年委託料の中でも計上させていただいておりますが、空き家の現況確

認作業と調査委託を行いその空き家がどういう状態になっているのかを調査してデータベ

ース化を図る予定です。また、29 年度としては、空き家対策計画の策定と今いった調査関

係を行なって、30 年度からは本格的に空き家対策を所管する課に移行していくための準備

段階と考えてございます。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 わかりました。まず出張所に関しては受付業務はほとんどというか全て出張所でできる

ということで、そこら辺のところは市民の皆さんにも是非ＰＲしていただければと思いま

す。それともう 1 つはパブリックコメントなどの様々な市民の意見反映の窓口でもあると

思うのですが、そういう意味で市民の意見を汲み上げていく窓口としてももう少し充実さ

せていってほしいなと思うのですが、具体的に出張所に、例えば目安箱みたいなそういう

市民の皆さんへのご意見をというようなものを設けていらっしゃるのでしょうか。設けて

いなければそういうものを設けた方がいいのではないかと思うのですが、いかがでしょう

か。 

それから 2 つ目の平和推進事業ですけれども、これは平和の灯を守る市民の会の方と一

緒にやっていくということで了解しましたけれども、新庁舎にも平和の灯は置かれるとい

うことは内覧の時にお聞かせいただいたのですが、平和都市宣言とかそこら辺の掲示をも

っと市民の方にわかるように掲出していただきたいなということで、これについての見解

をお伺いしたいと思います。 

空き家対策についてはスケジュール的にわかりましたので、是非そこら辺の調査結果な
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どが出ましたら、随時情報提供していただければと思います。 

 

橋本委員長 

 塚崎市民環境部長。 

 

塚崎市民環境部長 

 市民の意見を汲み上げていくことについて回答をしたいと思います。出張所等について

はご存じのとおりパブコメ等の窓口にもなっておりますので、そういった部分については

現状でも行われていると思います。それで今、山本委員がおっしゃいましたけれども、例

えば市政に対する意見につきましては、通常市民の声ということで色々な苦情とかが寄せ

られておりまして、そういった対応についてはこれまでも行われてきていると思います。

また受付窓口でのそういう状況どうですかということで、総務課で 11 月でしたけれども、

来庁された市民の皆さんにアンケートを書いていただくとことがなされました。そのとき

に実は大曲出張所が回答が一番多かったということもございまして、そういった部分では、

やはりよく使われている窓口として各出張所があると思いますので、今後もそういった取

り組みを行う場合には、出張所も中心となりながら行ってまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 平和都市宣言の関係でございますが、今後新庁舎に移行した後にどういう形で平和都市

宣言を市民の方にＰＲできるのかというのは、今後検討させていただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

稲田委員。 

 

稲田委員 

 予算書 77 ページ、附属資料 32 ページです。交通安全推進事業、これが平成 28年から平

成 29 年に向けて 10 万 7 千円減額されておりますけれども、その理由をご説明お願いいた

します。 

続きまして予算書 79 ページ、附属資料 33 ページ、先ほど永井委員からもご質問があり

ましたけれども、人権意識の普及啓発事業ということで、先ほど答弁がございましたけれ

ども、今までの事業プラス花を植える事業、それから講演会という答弁をいただきました

けれども、具体的に講演会はどのような方を対象に計画されているか質問いたします。 
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それから予算書 79 ページ、附属資料では 52 ページです。地域まちづくり推進事業。こ

ちらも 28 年から 29 年に向けて 8 万 1 千円減となっております。自治会等の活動経費の一

部を助成し地域コミュニティの醸成を図るという事業内容でございますけれども、減額さ

れた理由のご説明お願いいたします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 交通安全推進事業の中での 10 万 7 千円の減額につきましては、28年度において交通担当

で所有しておりますワゴン車でセットカーというのがございます。それが 28 年度において

は車検時期だったものですから、それに係る事業費、役務費などが必要であったものが、

今年については不要となったということでございます。 

人権の関係の講演会の内容ですが、まだ講師の先生と 100%のコンタクトが取れてござい

ませんが、今、お話をさせていただいているのは北海道教育大学の教授の先生をお呼びし

て、全ての市民を対象として講演会を開催したいと考えてございます。少々お待ち下さい。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 10時 48 分 

再 開  午前 10時 49 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 

橋本委員長 

 近藤生活安全担当主査。 

 

近藤生活安全担当主査 

 地域コミュニティ推進事業の 8 万 1 千円の減でございますが、こちらは自治会等交付金

の金額となってございまして、平成 27 年度、28年度の実績に合わせて 8万 1千円分、交付

金の減額となっているところでございます。 

 

橋本委員長 

 稲田委員。 
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稲田委員 

 先ほどの交通安全推進事業については了解いたしました。 

続きまして、人権意識の普及啓発事業ですけれども、講演会とお花を植えるという啓発

事業、国からですか、道からですか、来ていますけれども、80 万円の予算を付けて。先ほ

ど永井委員もおっしゃいましたけれども、もう少し市民を巻き込んでと言ったら言葉に語

弊があるかもしれませんが、北広島だからこそできる取り組み、ああ、さすがは北広島だ

という取り組みが必要かと思いまして、平成 27 年に法務省人権啓発活動地方委託事業とし

て、ねむろこどもブックフェスティバルというのがございまして、趣旨が子ども達一人ひ

とりが人間として調和の取れた成長を遂げることができる環境を創造していくために、生

きる力の礎とも言うべき生命を尊重する心、他人への思いやりや社会性、倫理観や正義感、

美しいものや自然に感動する心などの豊かな人間性の育成を目指し、心の教育の充実を図

ると。また地域住民の人権意識の向上を図ると共に、広く取り組みを周知し、地域の教育

力の向上にするという趣旨で取り組んでいらっしゃいます。是非わがまちも沢山良い人材

もいらっしゃいますし、人権問題についてもっと積極的な取り組みをお願いしたいと思い

ます。 

続きまして交付金が減ったということでしたね、先ほどの地域コミュニティ推進事業に

つきましては、今、本当にお年寄りの引きこもりがとても問題になっておりますし、また

お年寄りだけでなくて、その自治会の活動がとてもしづらくなっておりますし、お隣に誰

がいるのかわからないような環境にもありますので、自治会活動を活発化させるためにも、

是非この減額というのは非常に、たかが 8 万円と言ってしまえば 8 万円ですけれども、こ

の方向を私は少し残念に思いますので、何とか検討していただければと思います。 

 

橋本委員長 

 塚崎市民環境部長。 

 

塚崎市民環境部長 

 まず 1 点目にありました人権の活動の関係ですけれども、今は人権擁護委員さん 7 名の

方がいらっしゃいまして、市内で色々な活動をしていただいています。その中で、今、そ

れ以外にも輪を広げるべく、市民の皆さんの中からそういった人権に関心のある方をサポ

ートするような形で、色々な活動ができないかということについては、この 7 名の委員さ

んとも協議をしながら進めさせていただきたいと考えております。 

それからもう 1 点目の補助金の関係ですけれども、これは結果的に、今、各町内会に加

入されている方が減になっているということなので、私どもが好き好んでこれを減にして

いるわけではないので、その辺の理解はお願いしたいと思います。ただ稲田委員が言われ

たとおり、自治会活動を活発にしていくために何をしなければならないかということにつ

いては、今後も協議してまいりたいと思っています。よろしくお願いします。 
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橋本委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 2 点ほどお聞きします。79 ページ、平和推進事業で、先ほど山本委員からも平和

都市宣言の提案もありましたけれども、私は新庁舎の設置の仕方に関してお聞きします。

新庁舎のどの位置に平和の灯を設置しようとして、どんな展示内容、いわゆる一般市民の

方に平和の灯を説明するのはパネルなのか掲示板なのか、そういった見せ方ですね、そう

いったものはどのように今準備を進めているのかお聞きをします。 

それから 79 ページの街路灯整備支援事業ではＬＥＤ、色々な角度から質問が出たので、

私は別な角度で。町内会の街路灯でＬＥＤの普及が既に 100％に達成した町内会が 28 年度

時点でいくつあるのか、もし押さえていれば町内会の数がいくつになりましたよというの

をご説明願いたい。それともう 1つは 29 年度の予算で町内会の電気代に対する補助をして

いるわけですが、約 7 割がＬＥＤ化になったということからいくと、町内会が負担する電

気代もそれなりに安くなっているのだろうということで、29 年度に対して、28 と 29 を比

べた場合に町内会の電気代の補助がどのような変化をして積算をしたのか、そこの解説を

お願いします。 

 

橋本委員長 

 榎本市民課長。 

 

榎本市民課長 

 まず 1 点目の平和の灯の今後新庁舎における対応でございますけれども、庁舎内にポー

トランプがございますが少し老朽化してきていることもございますので、それらを新たに

購入しまして、今後作成する展示ケース内に納めた中で掲示をしてまいります。掲示のケ

ースの内容を申しますと、正面の幅が 70ｃｍ、奥行き 70ｃｍの形のもので、高さ 92ｃｍ程

度の木製の台座にポートランプを設置します。ランプを見せる部分についてはガラス張り

で、88ｃｍ程度で、全体の高さは 1ｍ80ｃｍ程度の縦長のケースとなります。併せてその展

示ケースの横に平和の灯の案内を記載した同じく木製のサインパネルを設置する予定です。

設置場所につきましては、新庁舎 2 階フロアの中央階段の横に設置することとしておりま

して、正面の入口から見ますと右側に位置しまして、2階フロアの窓口に向かう人や階段を

利用する人、またはエレベーターを利用する人が多く通過する位置であると考えておりま

す。よって、多くの来庁者の目に留まる場所と考えてございます。平和の関係については

以上でございます。主査に代わります。 
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橋本委員長 

 近藤生活安全担当主査。 

 

近藤生活安全担当主査 

 それでは街路灯の関係についてお答えいたします。まず 1点目の 100％ＬＥＤ化された自

治会の団体数ですが、申し訳ありません、それは資料をお持ちしていませんので今お答え

はできないのですが、あともう 1点の平成 29 年度の維持費の積算の内容についてでござい

ますが、街路灯のＬＥＤ化によってどれくらい年間の維持費が減額するかというのはなか

なか難しいところではあるのですが、実際これまでの状況を見てみますと、ＬＥＤについ

ては大体 16Ｗ程度の電気をつけられる自治会がほとんどとなってございます。29年度の新

規設置数は 400 灯で予定してございますが、この 400 灯を基に積算するのもなかなか私ど

も難しいものですから、今回 29 年度維持費の計算につきましては、今年度 28 年度の維持

費の金額を基にして、それで 29 年度の計算をさせていただいているような状況でございま

す。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 私からは 1点、予算書 77 ページ、交通安全推進事業について伺います。資料の事業内容

には交通安全推進員、交通安全学童指導員、交通安全指導員の配置と説明があがっていま

すが、それぞれの役目を持って活動されている方の主な役割と、それぞれに支給されてい

る報酬がどのようになっているのか伺います。 

 

橋本委員長 

 近藤生活安全担当主査。 

 

近藤生活安全担当主査 

 交通安全推進員、交通安全学童指導員、交通安全指導員についてでございますが、まず

交通安全推進員につきましては非常勤の一般職となってございまして、報酬額が月額 13万

6,800 円ということで、北広島市一般職員の非常勤職員取扱規程に基づいて計算させていた

だいております。次に交通安全学童指導員についてでございますが、こちらは小学校の登

下校時に通学路に立っている第 2 種の非常勤職員になってございます。こちらの方の報酬

額は月額 5 万 9,100 円という計算になってございまして、こちらの計算の仕方は一般の非

常勤職員の月額 14万 8,900 円を基に、あとは学校ですので夏休みや冬休みがございまして、



H29.3.7【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

18 

 

あとは勤務時間が午前中 1 時間、そして下校時 1 時間半ということで、2 時間 30 分が 1 日

の勤務になってございますので、こちらを加味しまして、5万 9,100 円という月額報酬を出

してございます。次に交通安全指導員についてでございますが、こちらは非常勤職員の特

別職となってございまして、年間の報酬金額が 3 万 2 千円ということで、活動につきまし

ては交通安全運動期間であります年間 4期 40 日の街頭啓発ですとか、あとはその方によっ

ては小学校の登下校時に交差点に立っていただいて、交通の指導等を行っていただいてい

るところでございます。 

 

橋本委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 ご説明、理解いたしました。ありがとうございます。これらの活動に参加されている皆

さん、登下校のときに私も朝早くから天気の日も雨の日も風の日も立たれているのを見て

いるのですが、制服や防寒着などの着用物は貸与されているだろうとは思うのですが、冬

期間ですね、横断歩道など子どもたちが安全に渡るための、雪が降ったときや除雪で積み

上がった雪を除雪している様子も見受けられます。そのような除雪道具なども支給されて

いるのか、それとも各自で有志の基に持ってこられているものなのか、お伺いします。 

 

橋本委員長 

 近藤生活安全担当主査。 

 

近藤生活安全担当主査 

 除雪道具についてでございますが、こちらは市からは特に支給や貸与はしてございませ

ん。立っている非常勤職員の方が独自にご自宅からお持ちになり、除雪をしていただいて

おります。またあまりにも雪が多いとか、冬休み明けなどはやはり交差点が少し狭くなっ

ていたりすることがありますので、その辺は学童指導員とお話をして、空ける必要があれ

ば私ども職員も一緒に出向いて、交差点を広げたりする作業は行っているところでござい

ます。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

以上で本日の総務費の質疑を終わります。 
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暫時休憩をいたします。 

 

休 憩  午前 11時 05 分 

再 開  午前 11時 08 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に民生費、教育費の教育総務費の教育振興費のうち幼稚園就園奨励事業及び幼稚園就

園準備支援事業の質疑を行います。 

木村委員。 

 

木村委員 

 それでは簡潔に質問をさせていただきます。まず 105 ページ、資料の 4 ページですけれ

ども、ひとり親家庭支援事業ですけれども、平成 28 年度は 529 万 2千円だったのが、新年

度は 178 万円に減額されている理由をお伺いします。 

それとページ数が前後しますが、103 ページ、附属資料の 5ページですけれども、家庭児

童相談室運営事業に関してもですが、平成 28 年度は 533 万 6 千円に対して、平成 29 年度

は 766 万 5千円になっています。この理由についてもお伺いします。 

それと 109 ページ、附属資料の 6ページ、これは幼稚園一時預かり事業に関してですが、

平成 28 年度は 301 万 1 千円に対して、平成 29 年度は 897 万 2 千円になっています。これ

は認定保育園になったからなのか、その点も含めてお伺いします。 

 

橋本委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 それでは 1 点目と 2 点目についてお答え申し上げます。まずひとり親家庭支援事業でご

ざいますけれども、こちらは生活支援の方と給付金の方と 2 つ事業がございます。このう

ち高等職業訓練促進給付金は、平成 28年度は継続でお二人の方がいらっしゃいました。そ

の方が卒業されるということで、こちらお二人分が現状、新規で見込めないということが

ありまして、新規の方お一人分の予算を持ってございますが、そういった関係で、この給

付の関係で 350 万円ほど、28年度に比べて減額になってございます。 

それから 2 点目の家庭児童相談室の増額でございますが、こちらは相談件数が増えてい

ることと、さらには児童福祉法がこの 4 月から一部改正し施行されますけれども、これま

で児童相談所で市町村から送致という手続きがございますが、4月 1日の改正以降は逆に児

童相談所の方から専門的な支援が必要ではない家庭については、市で日ごろの対応をする
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ことになっておりまして、そういったことで対応件数が増えるだろうということで、非常

勤職員を 1名増員いたします。この部分で増額になっております。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 それでは幼稚園一時預かり事業についてのご質問にお答えいたします。こちらの事業は

新年度に移行した幼稚園及び認定こども園の教育施設を利用している児童に行う預かり保

育に対する補助であります。平成 29 年度から認定こども園となる広島わかば幼稚園、それ

から平成 29 年度から新制度に移行する広島幼稚園、広島大谷幼稚園、並びに私学助成のま

まですが社会福祉事業として一時預かり事業の実施を予定しております大曲大谷幼稚園、

これらの施設が増えることによる増になっております。 

 

橋本委員長 

 木村委員。 

 

木村委員 

 答弁ありがとうございました。最初のひとり親家庭支援事業ですけれども、高等職業訓

練促進給付金の部分が、1人分の予算が 2人分で、1人が減ったと言っていましたよね。も

う 1 回それでお伺いします。これは新たに、要するにそれぞれ看護師や保育士の養成機関

で修業をする場合に、高等職業訓練促進給付金を支給するということですが、一応 2人分、

看護師や保育士など色々含めて 2 人分の予算を組んでいるということなのか、もう 1 回確

認します。1人になったとさっきおっしゃっていたのですが、その分もう 1回、すみません、

お願いします。 

それと次の家庭児童相談室運営事業ですけれども、少し細かいのですが、平成 28 年度の

事業内容に要保護児童対策地域協議会を開催しと書いてあるのが、29 年は設置しになって

いるのですが、どちらかというと逆だと思うのですが、その前の年は開催しているのに新

た 29年設置するのか、細かい点ですがお伺いします。そして相談員を 1名増やすというこ

とでしたが、どのような資格を持っているのかお伺いします。 

それと幼稚園一時預かり事業に関しては、それぞれ 4 園ですね、それぞれの定員をお伺

いしたいと思います。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 



H29.3.7【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

21 

 

休 憩  午前 11時 15 分 

再 開  午前 11時 16 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 まず 1 点目のひとり親の関係でございますが、私の答弁がわかりづらくて大変申し訳ご

ざいませんでした。29 年度予算では高等職業訓練促進給付金は 1 名分みてございます。給

付金の関係では同じような制度で自立支援教育訓練給付金というものがございますが、こ

ちらはヘルパーなどの講習でございますけれども、こちらも 28年度に引き続き、これ 1名

分ですけれども予算をみていることになってございます。高等職業訓練の方はご質問の中

にもございましたように、看護師であるとか保育士、あるいは理学療法士、作業療法士、

それから制度が変わりまして 1 年の修学でも可能になりましたので、調理師なども資格と

しては含まれていることになります。 

それから予算の説明の要保護児童地域対策協議会の記述が 28 年度と 29 年度で、29 年度

に入っていないというお話かと思いますが、要保護児童対策地域協議会自体は予算がかか

りません。だから書かなくていいのかというのはまた別の問題かと思いますけれども、29

年度も引き続き開催はしていくことで考えてございます。 

 

木村委員 

 普通、設置してから開催というのを、前の年に開催で今設置というのが変だと思ったの

で。 

 

木下子育て支援室長 

 今ご指摘ございましたように、たしかに設置はずっとしておりますので、開催という言

葉が適切だと思っております。それから家庭児童相談員の資格の関係でございますが、色々

幅広くといいますか、社会福祉士、あるいは社会福祉主事の資格をお持ちになっていて児

童の関係に 2 年従事していたなど、細かな資料を持ってきていないのですが、そういった

資格で採用すると考えてございます。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 
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中居子育て支援室保育課長 

 ただいまの幼稚園一時預かりの定員についてのご質問でございましたけれども、この一

時預かりに関しては定員を設定していないところであります。 

 

橋本委員長 

 木村委員。 

 

木村委員 

 幼稚園一時預かり事業に関してですが、定員は設定されていないということですが、そ

れでは限りなくというのは変ですけれど、かなり人数が増えても対応は十分に、保育士と

いうか一時預かりなので、そういう資格を持っている人が必要だと思うのですが、対応で

きるのかどうかお伺いします。ある程度の定員を設けておいた方がいいのではないかと思

うのですが。 

 

橋本委員長 

 笠井保育担当主査。 

 

笠井保育担当主査 

 ただいまの保育士または幼稚園教諭等の配置職員の確保についてでございますが、こち

らの一時預かり事業は、その幼稚園教諭や保育士の配置が 3 歳児であれば 20 名に対して 1

人、4 歳児、5 歳児であれば 30 名に対して 1 人という配置基準となっておりまして、基本

的にはそこを勘案した上で各施設、配置は可能ということでお話は伺っております。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

永井委員。 

 

永井委員 

 それでは障がい関係について 2点と保育関係について 2点伺います。まず障がい関係で、

予算書 95ページの附属資料 8ページになります。この度障がい者相談支援事業が拡大事業

として予算計上されているのですが、事業内容として資料に書かれているのですが、もう

少し具体的にどの部分で拡大にしたのかを詳しく教えていただければと思います。 

もう 1点、予算書 97 ページ、附属資料が 9ページで、精神障がい者社会復帰訓練通所交

通費助成事業ということで、こちらは精神障がいを持たれている方が作業所など仕事に通

うときなどに交通費の助成をしますよという内容だと思うのですが、まず現在の市の助成

の実態を教えていただけますでしょうか。 
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次に保育関係です。保育総務費、予算書 107 ページになります。この保育関係ですけれ

ども、この度 2017 年度の道の予算案で第 2子以降は無償にしましょうという、結構、額が

計上されていたかと思うのですけれども、道新等でも報道されたかと思うのですけれども、

こちらについての市の対応はどのようにお考えでしょうか。 

もう 1つ、学童クラブの件について。予算書 101 ページになりますが、こちらも国の 2017

年度予算案では保育士等の処遇改善に 544 億円が計上されたことに伴って、学童保育や児

童養護施設の職員の処遇改善も入っておりますということですが、こちらについても市で

どのように対応するのか教えていただければと思います。 

 

橋本委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 永井委員のご質問 2 点についてお答えいたします。まず相談支援事業の拡大の部分につ

いてでございますけれども、相談支援事業につきましては市のほか、生活支援と就労支援

ということで 2 つの法人に委託してこれまで事業を実施しているところでございます。拡

大は、生活支援の「みらい」さんということになりますが、ここ数年ですけれども相談件

数が増えておりまして、平成 28 年度の見込みで、大体 6,800 件くらい、前年比で 200 件ほ

ど増えてきております。この分の対応ということで、正職員 1 名を増員配置して、平成 29

年度から対応を図っていくことで考えてございます。 

もう 1 点ですが、精神交通費の部分でございますけれども、これにつきましては精神に

障がいがある方が就労系のサービス事業所に通う、あるいは病院のデイケアに通うときな

どに交通費の実費の 2 分の 1 を助成しているものですけれども、実態といたしましては平

成 27年度 78 名、28 年度 62 名に助成をしているという実態でございます。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 ただいまの北海道の保育施設利用者の負担軽減にかかわるご質問についてお答えいたし

ます。この北海道の補助制度につきましては、まだ詳細情報が来ておりませんので、今後

情報の収集に努めてまいりたいと考えております。 

続きまして学童クラブ、放課後児童支援員のキャリアアップ処遇改善事業についてでご

ざいますが、勤続年数や研修実績に応じた人件費の加算を行うものとして、こちらも概ね

のイメージは示されているところでございますけれども、補助要件の詳細については未だ

不明な部分もございまして、今後、国の動向に注視してまいりたいと考えております。 
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橋本委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 まず障がい者相談支援事業ですが、年々その相談件数が増えているということで、この

先もたぶん色々な件で障がいが重なっている方からの色々な相談なども増えると思います

けれども、この度、正職員として 1 名増配置したということで、今後もこのように早急な

対策をとっていただければと思います。 

もう 1 つ、精神障がい者の交通費助成に関して再質問いたします。こちら 2 分の 1 の助

成ということですが、やはり精神障がいを持っている方々は働くこともなかなか難しくて、

収入もなかなか安定しなかったりとか所得が少なかったりという場合も多分にあると思い

ますので、やはりもう少し拡充などを考えていただければと思いますが、札幌市や江別市

では当事者団体の方たちから助成をもっと拡充してくださいという要請なども出ているか

と思いますけれども、北広島市でもそのような活動をされている当事者団体の方々がいる

と思いますが、作業所へ仕事に通うことに加えて、例えば、病院に通院する場合は、1級の

方、その重度の方はたしか 1 割で助成されていたかと思うのですが、違いましたか。その

辺は通院に関しても助成の枠を拡充していただけるのか、検討していただけるのか伺いま

す。 

保育関係ですが、道からも国からもまだ全然通知が来ないということで、こちらもきっ

と国と道の予算案が通過してからかと思うのですが、実際にじゃあやりましょうとなるこ

とは早くても次年度以降、2018 年度以降ということも考えていらっしゃるのでしょうか。

伺います。 

  

橋本委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 精神障がい者に対する交通費の助成でございますけれども、現在は通所施設、あるいは

病院のデイケアという部分に対しての助成ということで、他の障がいに比べて割引制度が

まだ追いついていない状況もございまして、市としてもこの取り組みを行っているところ

でございます。全ての利用等に助成ということになりますと、精神疾患の方も増えてござ

います。予算額についてもここ数年ずっと伸びてきている状況もございまして、なかなか

市独自で全ての利用に対して助成をすることは、財源的にも相当な経費がかかるというこ

とで、なかなか難しい状況にはなってございますけれども、国等においても、それぞれ動

き等がございますので、それらの動向に注視しながら進めてまいりたいと考えてございま

す。 
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橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 永井委員もおっしゃいました来年度実施というお話も含めて、今後検討してまいりたい

と思っております。 

 

橋本委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 最後 1 点だけ。交通費に関して、例えば市独自でなかなか難しいということでありまし

たら、交通業者関係、ＪＲやバス会社などそういうところにも、やはり市として働きかけ

も必要ではないかと思いますが、その辺どのようにお考えでしょうか。 

 

橋本委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 一部では北海道等がもう既に申し入れ等を行っている状況もございます。市としても状

況を把握しまして、対応を検討してまいりたいと考えてございます。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

大迫委員。 

 

大迫委員 

 2 点お聞きいたします。まず 91 ページ、避難行動要支援者対策費ですけれども、自主防

災組織を立ち上げたところに、地域の要支援者名簿や災害時声掛け支援登録者名簿という

のをもらいましたけれども、これは更新をされているのでしょうか。もし更新されている

のであれば、自主防災組織が申請すると新しい名簿はもらうことが可能なのかどうなのか。

うちの自治会もやっていますけれども随分前のものしかないので、どうなのかお聞きしま

す。 

続いて 101 ページの学童クラブ運営経費ですけれども、昨年の一般質問でも質問いたし

ましたけれども、学童クラブの安全対策費にかかわるオートロックはどうなのだろうと質

問いたしましたけれども、この新年度の予算にオートロックの設置費用が入っているのか。
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またカメラ付きインターホンの設置も要望しましたけれども、このカメラ付きインターホ

ンの費用は入っているのかどうなのかお聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 災害時の名簿の関係につきましては、平成 28年度に中身を精査いたしまして、今、自治

会、町内会のうち団地の一部から協定を結んで、新しい名簿の配付をしたところでござい

ます。今後につきましては、新しい名簿につきまして個別に自治会、町内会、自主防災組

織等と協定を結びまして、名簿を配付していきたいと考えてございます。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 学童クラブの安全対策に係るオートロックにつきましては、内部で検討した結果、早期

に実施すべきと判断し、平成 28 年度の執行残を利用し、施設面積が広く遠隔操作でなけれ

ば常時施錠することが難しい北広島、広葉、大曲東、大曲東第二童クラブの 4 カ所に設置

することとして、現在工事に着手したところであります。またこれまでインターホンのな

かった西の里学童クラブにおきましては、カメラ付きインターホンの設置工事を行ってい

るところであります。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 ありがとうございます。早期にオートロックなりカメラ付きインターホンを設置してい

ただき、ありがとうございました。オートロックについては今年度中に全部終わるのでし

ょうか。あとオートロックの設置費用は 1 か所あたりどれくらい掛かるものなのか、わか

れば教えていただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 
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中居子育て支援室保育課長 

 設置工事そのものは年度内に終える予定でございます。それぞれの施設においての費用

のご質問でございますが、これはそれぞれ施設によりまして価格の差は若干ございますけ

れども、オートロックの工事費に関しましては概ね 100 万円程度掛かります。北広島学童

クラブにつきましては住民センター内の施設ということで、ドアですとか、外部と直接接

するドアではありませんので、若干こちらの方がそれよりは少額の 60 万円程度になろうか

と思います。 

 

橋本委員長 

 中川委員。 

 

中川委員 

 ご指名をいただきましてありがとうございます。教育費について 1 点だけお聞きいたし

ます。幼稚園就園奨励費補助金、補助の欄で 78 ページだったかな、昨年度 7,794 万 7 千円、

29 年度が 4,672 万 3 千円となって、3 千万円以上減っているのですが、これはどういうこ

となのか、まずお聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 幼稚園就園奨励費につきましては、本市に居住する児童が利用する新制度に移行してい

ない私立幼稚園への補助ということになるわけですけれども、平成 29年度から広島わかば

幼稚園が認定こども園に、そして広島幼稚園、広島大谷幼稚園が新制度へ移行しますので、

この幼稚園就園奨励費の対象施設ではなくなったことによりまして、減額となっておりま

す。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 それでは何点か質問をいたしますが、まず 106 ページの保育総務費関連だと思いますけ

れども、この度、平成 29年度から保育費がかなり下がる状態でありますが、総額いくら減

額となるのでしょうか。まずお伺いいたします。それからやはり保育園関係ですけれども、

国の措置でもって保育士等の処遇改善がなされようとしておりますけれども、まず市とし

て私立の保育園等に通われる保育士の報酬等の給与の実態ですね、処遇の実態をどのよう
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に把握されているのか、お伺いいたします。 

それから医療給付関係でお伺いいたしますけれども、この附属資料にはちょっと見当た

らないのですが、精神障がい者の方々の医療給付ですね、どのようになっているのか、お

伺いいたします。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩をいたします。 

 

休 憩  午前 11時 38 分 

再 開  午前 11時 38 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 精神障がい者の医療費の関係ということで、今、福祉課が所管しております精神障がい

者の自立支援医療、精神通院という部分がございまして、この部分につきましては基本的

に病院からの診断書に基づき北海道から受給者証が交付されます。基本的には 1 割負担と

いうことで、あと所得に応じまして月額の上限額も 0 円から 2 万円程度までの幅で設定さ

れる助成制度がございます。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 利用者負担額の影響、実際どのくらいかというご質問でございますけれども、試算しま

したところ、利用者負担額において減額される部分としては 2,136 万 7 千円程度になろう

かと思われます。それから私立の保育施設の保育士の給与の状況でございますが、私立の

保育所に関しましては、教育保育施設給付事業におきまして、市からその運営費に関して

支弁をしているところでございます。それに伴いまして、各施設から保育士の処遇改善を

行ったときにこういう改善を行いましたという報告がきますので、それによりまして把握

しているところでございます。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 
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板垣委員 

 まず精神障がい者の医療給付関係ですけれども、今ご答弁いただきましたように、精神

障がいの治療ということで、通われている方については 1 割負担ということですが、その

他の病気については、例えば精神的な障がいを持っていても風邪を引いたというような場

合については助成の対象にならないわけですよね。3割の自己負担になるとのことですけれ

ども、この辺を是非変えていただきたいのですけれども、と申しますのも、他の障がいを

持った方もそうかと思いますけれども、健常者に比べましたら精神障がいの方々もやはり

罹患率が非常に大きいと思うのです。向精神薬に基づく副作用的な疾病というものがあり

ますけれども、その他にも今申し上げましたように、非常に風邪が引きやすくなるとか、

不眠のためにまた色々な症状も出てくるということで、病院にかかる割合が非常に高いの

ではないかと思うのです。そういう方々に対しての支援をやはり、障がいをお持ちの方は

一般の病気でも 1 割負担にするとか、そういう形での支援を検討していただけないかとい

うことで要望いたします。それから利用者負担額が非常に大きいのですが、2,136 万円とい

うことですけれども、逆に今さらこう言ってもしょうがないのですが、平成 28年度でもこ

れだけ他市に比べたら利用者が負担していたということになるわけですけれども、今後そ

ういうこれらのこの、その分市の負担が少なくて済んだということになるのかなと思いま

すけれども、逆にこれだけ保育料を下げることによって、29 年度以降は市の負担額が増え

るということであれば、またこれをどうやって捻出しようかという形になるのかもしれま

せんけれど、このままほかの保育関係の福祉の削減だとかいうような形でマイナスの影響

にならないように、これは是非考えていただきたいと思います。 

それから保育士の実態についてお聞かせいただきたいのですが、例えば新任の保育士が

民間ではいくらくらいになっているのか、あるいは主任保育士や園長さんがいくらくらい

の給与を得ているのか、そういったことは掴んでいるのですか。 

 

橋本委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 福祉課が所管しています自立支援医療については、医療費の補てんについても道の予算

で措置しているものでございます。それについては、疾病があくまでも精神疾患というこ

とになっている制度でございますから、自立支援医療においてそういう対応を図るのは難

しいものと考えてございます。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 
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渡辺保険年金課長 

 重度心身障がい者医療費助成事業では、精神障害者保健福祉手帳の方、1級の方に限りま

すが、20 名ほど該当されており、非課税世帯の方については初診時一部負担金のみ、課税

世帯の方については医療費の 1 割の負担となっており、自己負担以外の部分を助成させて

いただいているところであります。 

 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 各私立保育園の保育士の給与についてのご質問でございますけれども、先ほど申し上げ

た処遇改善の部分に関しましては、人数と処遇改善額は報告はあるのですが、個々の保育

士がいくら受けているかまでは把握してないところでございます。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 障がい 1 級の方以外の方も是非助成が受けられるように今後検討していただきたいと思

います。 

保育士さんの処遇についてはまず実態を把握していただきたいということで、改めて予

算総括でお伺いしたいと思います。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 3 点お聞きしたいと思います、1 点は 93 ページのふれあい温泉事業でございます。この

事業は 65歳以上の方への市内 3施設の入浴料助成だと思っておりますけれども、この事業

の現況がどのようになってきているのかということですけれども、65 歳以上ですから対象

人数と、それからこれは申し出で交付だと思いますので、その申し出数がどのくらいいら

っしゃったのかと。そしてその中で利用の状況がどのようになっているのかと。実利用数、

延べ利用数、それから今後の助成券の発行の部分でいきますと、聞きますとやはり交通の

便が悪くて行けない方などもいらっしゃるのですが、広く享受するとなりますと高齢者の

足対策みたいなものが何か今後の対応の中でお考えなどあるのかどうか。まず実態とその

考え方について 1点目お聞きしたいと思います。 
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それから 101 ページ、学童クラブの運営費の関係でございますけれども、新年度、西の

里の第三学童クラブが開所しますから全体で 13カ所になると思うのですが、実はこの中の

需用費が 3 千万円近くということで、他の事業から比べるとかなり突出しているんですよ

ね。平均すると 1 カ所 220 万円くらい使いますから、需用費ですから消耗品とか印刷製本

費とかその部類なので、この新しいところの開設の初動費用ですか、そういうものが加味

されていると思いますけれども、その配分のあり方というかそこら辺の中身についてお伺

いしたいと思います。 

それから 3点目ですけれども、103 ページと 107 ページに共通することだと思いますけれ

ども、児童センター運営費、委託料、その他経費というのを見ていただければ、きちんと

項目ごとに計上しているのは 100 万円だけど、その他委託が 2,538 万円ということで、予

算の説明資料的な部分でいうとかなり逆転している状況もあるんですね。これ 3 カ所、輪

厚、大曲、団地のセンターだと思いますので、たぶん運営委託費なのかなと思いますけれ

どもそこら辺の内訳、それから同じく 107 ページも同じようなことが言えていまして、保

育所運営経費の中の委託料、これもかなり大きく 3,217 万円ほどありますので、これにつ

いてその他委託でくくるのがいいのかどうなのかというところがあると思うんですね。た

ぶん給食委託関係なのかなと思いますけれども、そこらの中身についてご説明いただきた

いと思います。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 ふれあい温泉事業についてでありますが、平成 27 年度の実績で 4,017 人の方に利用券を

交付しており、延べ利用者数が 2万 8,409 人という実績でございましたが、平成 29年 1月

末現在においては 4％ほど延べ利用者数で減少しているところであります。交通の便が悪く

て行けない方が多いというお話がございましたが、冬期間は福祉バスを利用させていただ

きまして市内を循環して温泉施設までの送迎を行っておりますので、そちらを利用してい

ただければと思っているところであります。対象人数につきましては 65歳高齢者全てとい

うことで、27年度末で 1万 7,081 人という状況でございます。 

橋本委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 学童クラブの需用費の内訳についてでございますが、主に消耗品等がありまして、こち

らは学童クラブの入所人数に応じ支出しているところであります。それ以外に印刷製本費

で連絡帳ですとかその他諸々光熱水費等が入ってくるものです。それから児童センターの
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委託料は、団地児童センターと大曲児童センターの運営業務を委託する内容となっており

ま。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 11時 52 分 

再 開  午前 11時 52 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

 仲居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

保育園のその他委託に関しましては給食委託の委託料になっております。学童クラブの

方にも賄材料費がございまして、子どもたちに提供しているおやつ代の費用も入っており

ます。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 ふれあい温泉事業の関係はわかりました。かなり対象人数がいますけれども、実利用者

数がかなり少ないということで、これはやはりＰＲというかそういったことも含めて、是

非こういう制度を作ったので、拡大のことも含めてやっていただければよろしいのかなと

思います。 

それで委託料の関係は、私はそういう大きな委託というのはやはりきちんと項目を出し

て、給食委託費がいくらだとか運営委託がいくらだとかというように大きい金額は先に書

いた方が、私どもの説明する予算の資料の組み立て的にはその方がよろしいのかなと思い

ますので、そのような配慮をしていただければと思います。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

13 時まで休憩といたします。 
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休 憩  午前 11時 54 分 

再 開  午後 0時 58 分 

 

板垣副委員長 

 委員長を交代いたしました。 

休憩を解き、再開いたします。 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 それでは数点質問いたします。予算書 93 ページのミニデイサービス支援事業についてで

すが、現在、活動団体は 13 団体とお聞きしていまして、それぞれ特徴を持った活動をされ

ていると思うのですけれども、この団体をこれから増やそうと思っていらっしゃるのか、

そのような働きかけをしているのかというところと、今年の 4 月から変わる介護予防の総

合事業の中でもボランティア団体による自主的な通いの場ということで、通所型サービス

Ｂというのがあると思うのですが、このミニデイサービスを行っている団体でこの総合事

業を担いたいという団体がないのか、お伺いします。 

それから 95ページの障がい者相談支援事業ですけれども、午前中にも質問がありました。

相談件数がすごく増えているということで増員ということですが、相談事業所の方にお話

を聞きますと大変相談件数自体も増えているのですが、その相談自体がとても複雑になっ

てきていて、精神の疾病を抱えている方もすごく増えているということで、かかわればか

かわるほど根が深く、時間と労力がかかるとお聞きしました。それと大きな問題は、これ

は全国的な問題と聞いていますけれども、引きこもりの方の高齢化がすごく深刻な状況に

なっていると聞きました。長いことお家の中にいて社会との繋がりがなくて、なかなか今

となっての自立が難しいと聞きます。高齢の親が亡くなった後はどうなっていくのかとい

うことについては民間の相談事業所だけではなくて、行政としても何かこの対策を考えて

いかなければならないと思うのですけれども、この辺について何か考えていくことがある

のか。こうなってくるとやはり障がい福祉と高齢福祉の連携もすごく必要になってくると

思うのです。お話を聞いたところによりますと、新年度から新しく参事というかその連携

する方も配置されると聞きましたけれども、どのようなかかわりを持っていかれるのか、

お伺いいたします。 

それから 103 ページの児童センターの運営経費のことで先ほどもありましたけれども、

前々から言われていました。今回予算ということなので、広葉児童センターの環境整備と

いうことで以前からお願いしていたのですが、図書の充実がなかなか図られていないとい

うお話を聞いていたのですが、こちらは改善されたのか。それから夏場ですね、体温調節

の難しい赤ちゃんの利用する施設ということで、エアコンなどの設備を考えてもらえたの

かをお伺いします。 



H29.3.7【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

34 

 

それから 105 ページの家庭児童相談員ですけれども、これも相談件数が増えたというこ

とで増員とお聞きしたのですが、今、実際の相談時間というのが非常勤の身分の方で限ら

れているのではないかと思うのです。そして時間外は電話でもっての対応というお話も聞

きましたけれども、増えたことで、例えば前に少し延ばして時間差で相談時間を伸ばすと

いうようなことができるのかどうかお伺いします。 

 

板垣副委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 ミニデイサービスについてですが、現在のところ 13団体が活動をしております。これま

でも市から積極的な働きかけ等は行っておりませんが、住民自らの意思によって徐々に増

えてきております。総合事業の担い手というお話がございましたけれども、総合事業では

住民主体による通いの場としての、Ｂという区分になりますけれども、そのことにつきま

しては、対象者が事業対象者に限定されるという難しい部分もありますことから、今のと

ころ担い手というような候補の団体があらわれてはいないところであります。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 相談支援の関係でございますけれども、田辺委員のおっしゃるとおり、最近の傾向とし

ては精神、発達の相談が多くなってございます。その他は横ばい傾向ですけれども、特に

精神は全体の 27.4％ということで、今年度 1,900 件くらいの見込みとなってございます。

相談時間も長い傾向で、精神疾患の場合は継続した支援が必要ということで、今回拡大を

して対応することになってございます。 

それと引きこもりの関係でございますが、新年度から専門職の参事を配置し、障がい者

と高齢者を専門職が支援するような職を配置いたしまして、おっしゃるとおり高齢の世帯

に引きこもった 40 代、50 代の方がおられるという実態も市としては把握してございます。

そういった場合に従来からもやっておりますけれども、さらにそこの目配せをしっかりと

して世帯でもって支援をしていくという考えをもって今後対応を図っていきます。あと、

高齢者支援センターや障がいの相談支援事業所の連携なども充実させていきたいと考えて

ございます。 

 

板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 
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中居子育て支援室保育課長 

 まず 1 点目の団地児童センターの図書の充実に関してでございますが、これは通常の消

耗品の中で可能な限り対応してまいりたいと考えております。併せまして図書館との連携

等も考えていきたいと思っているところであります。同じく団地児童センターの暑さ対策

に関してでございますが、団地児童センターの暑さ対策として、市役所の庁舎移転後に旧

庁舎からエアコンを移設して取り付けする費用を修繕料として今回計上しております。 

 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 家庭児童相談室の関係でご答弁申し上げます。午前中の答弁でもありましたし田辺委員

の発言の中にもございましたように、非常勤職員を 1 名増員することにしてございます。

現在、非常勤職員なものですから 1日 5時間 45分ということで、市役所の開庁時間から閉

庁時間までは 1人で勤務できないこともございまして、現在は 3名おりますが、1名が 9時

から出まして 3時半まで、残り 2名が 10時半に出まして 5時までという時間差の勤務形態

をとってございます。もう 1 名増える分については早番に組み込むのかあるいは中間番み

たいなのを作るのか、これは今詰めている最中でございます。相談時間は 9 時から夕方 5

時までということで、その中で 4名を回していく考えでございます。 

 

板垣副委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 それでは今のご答弁からなのですが、9時から 5時ということですけれども、やはり仕事

をしている方からするとなかなかこの時間帯だけでは賄えないのかなと感じるのですが、

例えば増員されたことで、庁舎に出る出ないは別としても、例えば土曜日とかの相談や、

もう少し遅い時間までの、せめて 8 時くらいまでの相談時間というような、そういう時間

の延長が考えられないのかをお伺いします。 

それから児童センターはエアコンがリサイクルして付けられるということだったので、

これはとても喜ばしいと、利用されている方も喜ぶと思います。利用が進むような方向に

行けばいいと思います。 

それから障がい者の相談支援の関係ですけれども、今お答えいただいたように、参事の

方も今後の取り組み具合によって連携をしていくということだったのですが、高齢の引き

こもりは本当にとっても全国的に抱えている大きな問題で、親が亡くなった後ですよね、

今は親がなんとか年金とかそういうことで抱えることができても、その後自立していくこ
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とができないとなると、色々と社会保障の方からも負担が増えるようなことに繋がってい

くと思います。なので、民間委託しているからそちらにということではなくて、市役所と

しても是非かかわって、ここは何か特別な、将来を見越してチームを作るなどして、是非

そこのところをきちんとやっていっていただきたいと思います。これはご答弁要りません。 

それとミニデイサービスについては 13団体で、これから地域包括ケアシステムを構築し

ていく上では本当に市民の力がとても大きくなっていくと思うので、ミニデイサービス同

士の横の繋がりみたいなものも持てるような、お互いの情報発信ができるようなその繋ぎ

の部分を、お仕事が増えることになるかもしれないのですが、行政で何か担っていってい

ただけたらいいのかなと思うんですよね。そういう団体、ＮＰＯや色々な市民団体の横の

繋がりはこれから本当にとても必要になってくるので、私としては本当に、昨日の質問で

はないのですが、市民活動センターのようなものが本当に必要だと、横の繋がりを作って

いくためにも絶対必要だと思うのですが、なかなかご理解いただけないのですけれども、

ハードがなくてもソフトの部分でそこを行政で是非賄っていっていただきたいなと思うの

ですけれどもいかがでしょうか。 

 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 家庭児童相談員の時間外の相談の関係でございます。現在も事前にお仕事の都合などで

時間外になりますよという連絡があった部分については、時間を調整しながら対応してい

るところでございます。休日の関係につきましては特段、相談窓口を開設ということは現

在のところ考えておりませんけれども、虐待などで緊急の対応という場面も出てまいりま

すが、こちらは非常勤職員に頼るのではなくて職員もおりますので、こういった体制で対

応してまいりたいと考えてございます。 

 

板垣副委員長 

 三上高齢者支援課長。 

三上高齢者支援課長 

 ミニデイサービスの団体についてですけれども、今後高齢者が増えていく中では地域で

住民同士が支え合う体制は非常に重要だと認識しております。今現在、横の繋がり、情報

交換の場は設定しておりませんが、今後そういったことも検討はしていきたいと考えてお

ります。 

 

板垣副委員長 

 山本委員。 
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山本委員 

 まず 91ページの生活困窮者自立支援事業ですけれども、これは平成 28年の実績ですね、

それを教えていただきたいのと、特に 28 年度から始めました学習支援について、学力だけ

では押さえられないと思うのですけれども、そこら辺の学習支援についての効果はあった

のかどうかという辺りを教えていただきたいと思います。 

それから 2 つ目は、99 ページの全道ろうあ者夏季体育大会支援事業ということで、これ

負担金、補助金なのでしょうか、30 万円ついておりますけども、この大会概要とそれから

補助金を出すだけではなくてせっかく全道からろうあ者の方が来られるということで、受

け入れ態勢を考えられているのかお聞きします。 

それから 3 つ目は 101 ページの学童クラブの運営経費ですけれども、今年度、西の里が

増えているわけですけれども、全体的に今、学童クラブの新年度の入所見込みがどうなっ

ているのかを教えていただきたいのと、特に今、大規模な大曲、東部あたりの入所がかな

りきついのではないかという声も上がっているのですけれども、そこら辺に対する対応な

どもどうなっているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 まず生活困窮者の平成 28 年度の状況ということですけれども、今年度に入りまして現在

まで、2 月末ですが新規の相談件数ということで 84 件となってございます。内容につきま

しては重複する部分でございますけれども、求職関係、家族関係、債務関係、病気のこと、

住居のことなど、全ての地域から一定程度相談が寄せられている状況となってございます。

支援としては、その内容に応じまして、解決する支援と債務等であれば関係機関、法テラ

スや財務局の金融ホットラインなど、その辺をご紹介して支援を行っているところでござ

います。学習支援の関係でございますけれども、やってみての成果ということですが、今

日 3年生が高校受験ということで、今年度、毎週 1回の部分と冬期間には 10 日間の集中講

座ということで取り組んでございます。先日、受託法人とお話したときには、全員という

ことではないですが、従前と比べまして 4、5名が成績も当初より上がってきているという

ことで、今日の高校入試に臨んでいるようだと考えてございます。 

全道のろうあ者夏季体育大会の関係でございますが、こちらの主催は全道ろうあ者連盟

ということで、今年 6月 30 日から 7月 2日の日程で総合体育館を中心に 6種目、バトミン

トン、パークゴルフですとかの種目を予定しておりまして、300 人程度が例年参加されてい

ると伺っております。現在、ろうあ者連盟の方と色々と大会の準備に向けて協議等を行っ

てございまして、会場の確保はもちろんですけれども、市として必要な支援を行っていき

たいと考えてございます。 
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板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 学童クラブのご質問に関してお答えしたいと思います。まず学童クラブの現在の申請状

況でございますけれども、この後変化する可能性はございますけれども、3月 6日時点の申

請数が 721 名で、現在のところ待機児童は出ない予定でございます。子どもの受け入れ人

数が多い学童クラブについてでありますが、東部学童クラブが現在 84 名の入所予定でござ

います。これは定員内の児童数となっております。続いて大曲学童クラブが、現在 139 名

の入所予定でございます。申請数が面積基準を上回っている状況ではございますけれども、

国の面積基準による受け入れ可能人数が 138 名でありまして、各曜日における登所予定人

数は受入可能人数の 138 人を下回っている状況にあります。ですので、職員を増員し入所

希望者全員の受け入れを行うことといたしております。日によっては混雑した状況も予想

されますが、大曲小学校のプレイルーム等を最大限活用させていただきながら、時間ごと

に集団を分けて保育を行うなどの受け入れ方法について十分工夫して参りたいと考えてい

るところであります。 

 

板垣副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず生活困窮者の自立支援ですけれども、学習支援についてはある程度効果が出ている

ということですが、ひとつ住宅支援については具体的にどれくらいの数だというのを教え

ていただきたいのと、それと先日、小中一貫のセミナーを見ていたら、小学校あたりから

学習支援をしないとかなりまずいということも言われておりました。小学生の場合にもそ

ういう形での支援が必要だと思うのですが、こういう形で 1 カ所に集めてやるのが妥当な

のかどうなのかは色々議論の分かれるところだと思うのですが、是非、教育部と連携して、

小学生の学習支援をどう進めていくのかを検討していただきたいなと思いますけれども、

その点についてのお考えを聞かせていただきたいと思います。 

それから全道のろうあ者夏季体育大会の件で、具体的に色々、大会の内容の中で対応し

ていきたいということですけれども、私が言いたいのは大会の運営に関する色々な、対応

だけではなくて、この際まちのあり方といいますか、障がい者に対しての、ろうあ者に優

しいまちになっているのかどうかという辺りも是非見て点検していく必要があるのではな

いかと思うのです。こういう大会が全道それから全国、国体のようにぐるぐる回っていく

意味というのは、やはり市民に向けての意識、啓発と同時に、オリンピックなんかもそう
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ですけれど、きちんとまちを整備していくという考え方も 1 つあると思うのです。そうい

う意味で、この全道ろうあ者夏季体育大会の開催を契機に、ろうあ者という観点にとどま

らず、まちを少し見直して、障がい者に優しいまちづくりというところで考えて改善して

いくきっかけにしていただきたいなと思うのですけれども、その点についての考え方をお

聞かせ願いたいと思います。 

それから学童クラブの件ですけれども、大曲が 139 名ということで、一応厚生労働省の

定員基準以下にはなっているとのことですが、139 名を 1つのグループとして、学童保育と

して見ること自体に無理が来ているのではないかと思います。今の説明では職員を増にす

るとかプレイルームを活用するとか色々工夫されるということで、それ自体は必要なこと

だと思うのですが、聞くところによると、もう 100 名を超えると親も先生も誰がどこに遊

んでいるのかもこんがらがってわからない状況になっていると言われています。そういう

意味では大曲小学校のプレイルームを活用してやることだけではなくて、第 2、第 3学童と

してきちんと分けて保育することが必要ではないかと思うのですが、そこの点についてお

聞かせ願いたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 おそらく困窮者の住居確保、給付金の関係だと思いますけれども、当該制度については

国の制度となってございまして、28 年度実績は相談が実際 5 件ございましたが、この制度

はなかなか要件が厳しいところがございまして、給付に至った部分はない状況でございま

す。それと学習支援の関係でございますが、山本委員からご指摘のとおり小学生にもこう

いった機会を提供するのは非常に大切なことだとは考えてございますけれども、支援員の

確保などの課題もございますので、29 年度の実施にあたっては、支援員の確保の状況、再

募集等をかけて体制整備を行った上で事業を進めていきますので、その中で可能かどうか

判断していきたいと考えてございます。 

全道ろうあ者大会の夏季大会についてでございますが、大会概要等については我々も承

知しておりますし、全道のろうあ者連盟の方とも幾度かお会いして話し合いをしておりま

す。主管が北広島市聴力障害者協会ということもございまして、今後、具体的な大会の内

容について明らかになってくると思いますので、その中でどういった取り組みができるの

か検討してまいりたいと考えてございます。 

 

板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 
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中居子育て支援室保育課長 

 大曲学童クラブに関するご質問にお答えします。先ほど山本委員からご質問いただいた

時に私の説明が足りなかったのかもしれませんけれども、現在大曲学童はグループ分けを

行って保育を行っております。Ａ、Ｂという形で分けて保育を行っております。その上で

先ほど言ったプレイルーム等を最大限に活用してという形で考えています。また学童クラ

ブそのもののあり方として担当課として考えていることは、いかに学校に近いところにあ

るかという意味からいきますと、大曲学童クラブは小学校の施設内にございます。そうい

った意味で市内の各学童クラブの中でも安全面では上位にある施設だとは思っているとこ

ろであります。そこを分けることは、一方はすごく安全な場所にいるけれども一方はそう

でないところに行ってもらう形にはなります。どうにも受け入れがたいような状況になれ

ば、当然考えていかなければならないことでありますけれども、現在のところ、先ほど言

いました大曲小学校のご協力もいただきながら、プレイルームを使わせていただきながら

運営ができている状況にありますので、今しばらくはこの状態でいければと思っていると

ころであります。もちろん今後の入所人数の推計といいますか、それはよくよく検討して

いかなければならないことであるとは認識していますが、そのように対応してまいりたい

と思っているところであります。 

 

板垣副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 大曲の場合はグループ分けはＡ、Ｂの 2 つだと思っておりますけれども、今、厚生労働

省では概ね 40名程度というのが 1つの学童保育の基準になっているのですけれども、そう

いう点では 3 倍強ということであって、やはり 2 つに分けてもかなり厳しいのではないか

なと考えております。そういう意味でこの大曲学童については状況を見ながらということ

ですけれども、きちんと我々もこの現場を見ていきたいなと思っております。それから東

部学童も同じ理由でたしか 1 カ所でやられていると思うのですが、ここはかなり定員が大

きいと思うんですよね。現在入所規模は 84名ということですけれども、これは 1カ所でや

るにはかなり厳しいのではないかと思うのですが、その点についてはどういう形で工夫さ

れる予定なのでしょうか。 

 

板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 山本委員がおっしゃいましたように、東部学童クラブはグループ分け、部屋を分けると
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かそういうことが現状できない状況にあります。今、天使の園の施設の一部を借りて運営

しているところでありますけれども、この借上期間も期限がありまして、今後の対応に関

しては新たな場所を設けるのか、別の施設を借りるのかなどというのは、まだ確定的なこ

とは申し上げられませんけれども、今後の対応について内部で検討しているところであり

ます。 

 

板垣副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 5点ほどお聞きします。まず 91 ページ、生活困窮者自立支援。各委員から様々な

質問が出ました。ちょっと別の角度で。先日、北海道から子どもの貧困の調査結果が新聞

報道されました。この中で主な特色は何だったのか、どのように市として押さえているの

かどうかお聞きします。それから関連して、先ほど山本委員からも質問ありましたが、中

学生の学習支援のチャレンジ学習塾ですが、この 3 月で卒業する 3 年生は何人なのか、そ

れから新年度で何人くらい受け入れが可能なのかお聞きします。 

それから 91 ページ、避難行動要支援対策事業。先ほど大迫委員からも要支援者の名簿の

件について質問がありましたが、それとは別にいわゆる自主防災組織を持っていないとこ

ろが、組織率からいくと約 30％がまだ市内で自主防災組織がない地域であるわけですが、

そういったところにはこの要支援者の名簿がどのようになっているのか、ないところに関

しての対応をどうしているのか、お聞きします。 

それから 93 ページ、ふれあい温泉事業ですが、今年度の予算で、市内に温泉が 3つあり

ますが、この利用者数はどのような積算して今回予算を組んだのか。 

それから最後 101 ページ、学童クラブで 1 点だけお聞きします。今年度で小学校 6 年生

までが入所できるということで、1年生から 6年生までで完結するわけですが、6年生の入

所予定数は何人なのか、施設ごとに押さえていればお答えください。 

 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 91 ページ、生活困窮者に絡みまして、子どもの貧困の関係についてお答え申し上げます。

ご質問ございましたように、北海道で行っております子どもの生活実態調査結果、先月 13

日だったと思いますが、速報版という形で道から公表され、翌日新聞にも載っていたとこ

ろかと思います。調査結果の中身を見ますと、家計の状況が赤字であると答えた世帯が

23.8％、ですから 4 世帯に 1 世帯近くあったということであります。また過去 1 年に支払
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いができなかったことがある項目、いわゆる光熱水費ですね。電気、ガス、水道のいずれ

か、これが 10％、税金が 9.1％ほど、それからクレジットカード、借金が 8.2％となってお

りまして、さらに電話料金、こちらも 7.3％となっております。このような結果から見ます

と、ライフラインといいますかそういったものにも支払いに困窮する世帯が一定程度ある

ことが特徴的なことかなと感じております。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 まず学習支援の関係でございますが、今年度、今 17 名の登録者がいるわけですけれども、

中学校 3年生は 6人となってございまして、6人が卒業していく形になります。支援事業の

明確な定員は今も定めてございませんけれども、現在の支援人数あるいは施設面積の状況

から新たに 10名前後の受け入れは可能と考えてございます。 

避難要支援者の名簿の関係でございますけれども、自主防災組織がないところについて

はまず第一には自治会、町内会のご協力をいただき、協定を結んで対応していきたいと考

えてございます。 

 

板垣副委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 ふれあい温泉についてのお答えをさせていただきます。平成 29年度予算においては延べ

3万人の利用者を見込んで予算を積算しているところでありますが、対象となる 3施設別に

は積算をしていない状況であります。 

 

板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 学童クラブの 6年生の入所状況のご質問にお答えいたします。施設ごとに申し上げます。

6年生の入所人数ですが、北広島学童クラブが 1名、大曲学童クラブが 2名、西の里学童ク

ラブが 2 名、西の里第二、西の里第三には 6 年生の入所予定はございません。東部学童ク

ラブが 4 名、広葉学童クラブが 1 名、大曲東学童クラブが 2 名、大曲東第二は入所予定が

ございません。北の台学童クラブが 3 名、北の台第二は予定がございません。西部学童ク

ラブが 2 名、西部第二学童クラブは予定がございません。これはいずれも 3 月 6 日現在で
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の情報になります。全体を通しますと全部で 17 名の 6 年生が入所予定となっております。 

 

板垣副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 わかりました。生活困窮の件で 1 点だけ質問します。今、木下子育て支援室長から新聞

報道による色々な項目が出てまいりましたけれども、その中で私が新聞記事を見て一番目

を引いたのが、いわゆる病院に行きたくても行けなかったというような記事でした。これ

が一番切実だろうなと思うのですけれども、こういうことを含めてこういった問題点に対

して、今後、市としてどのような取り組み方をしていくのかということ、この問題分析含

めて保健福祉部だけでできることとできないこともあると思いますけれども、今後の取り

組みの考え方をお聞きします。チャレンジ学習塾ですけれども、中 3が 6人卒業して 10人

くらい入学できそうだと。それで 1 年間やってみて、おそらく勉強したいという中学生の

意欲ある子もいると思うのですが、今後なかなか週 1 回のペースを週 2 回とかに増やすの

はそう簡単ではないと思うのです。講師の問題もあるので。さすれば夏休みとか冬休みと

かある程度長期休みの時に日数を増やすような、勉強したいという中学生に対する対応、

こんなものは検討できないのかどうか、この点お聞きします。 

 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 子どもの貧困に絡みまして、今後、市の動きということでございますが、第 3 回定例会

でも一般質問でお答えしている内容と同じになるかと思いますが、まず北海道で実態調査

をして 3 月にもという新聞報道ですが、更に詳細な内容が出てくると。同じ時期に札幌市

でも同じように実態調査をやっていると。こちらについは概要もホームページには載って

いないものですからまだまだ把握はできないのですが、こちらもおそらく 3 月、今月中に

なるのか来月にかかるのかわかりませんが、詳細な内容が出てくるということでございま

す。こういったものの動き、あるいはデータというものは、私どもとしてはその全体状況

を把握する上でやはり注目して見ていかなければならないと認識にはございます。ただ市

独自での実態調査については過去の一般質問でも質問をいただいておりますけれども、私

どもといたしましては実態調査だけで終わるのではなく、やはり実態を捉えた上で色々な

施策を、内容を入れた計画まで見通した中で実態調査はやるべきではないかという認識で

ございます。現在のところその実態調査、計画とも予定しておりませんので、市としては

実態調査は今のところやらないという結論でございます。ただ、相談支援を通じまして個々
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の状況あるいはニーズは把握できますので、その中で必要に応じて本件の解消に向けた施

策を考えていくというスタンスでおります。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 学習支援事業につきましては、今年度の昨年 7 月から、開始時には週 1 回ということで

開始しておりますが、その後、子どもたちが頑張っている姿等によりまして、やはり集中

して冬期間等にやらなければいけないということで、平成 28 年度におきましても冬期 10

日間の集中講座を受託法人と契約変更しまして実施したところでございます。29 年度にお

きましては、夏季、冬期両方ですね、集中講座を 10 日間程度実施する予定となってござい

ます。 

 

板垣副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 私からは 6点お伺いします。まず 97ページ、障がい者団体活動支援事業のところで、そ

れぞれの団体の活動を活性化して社会参加の促進を図る支援ということで記載があります

が、たぶん助成がほとんどなのかなと見受けるのですが、助成するにあたっての規程等は

あるのかお伺いします。先日、私も活動団体が主催する映画上映会を見に行ってきまして、

そういうものも該当になっているものなのか、併せて伺います。 

次に 103 ページ、児童センター委託について伺います。本日もいくつか質問があったの

ですが、その他に児童センターは 3 センター開設されているうち 2 つが委託運営というこ

とで、センターごとの委託料についてどのように決定しているのか、金額についてもお答

えいただきたいです。 

次に 107 ページ、子どもの権利擁護事業について。予算が増額になっていますが、こち

らは第 2 期の計画策定に伴うものなのか、また広報啓発に伴うものなのか、あるいはその

他なのか、要因を伺います。 

次に同じく 107 ページ、子ども・子育てサービス利用者支援事業に該当するのか読み取

れなかったのですが、過日、一般質問でもお聞きしました子育てサイトの管理にかかわる

経費発生は見当たらなかったので予算にあがる部分はどちらになるのか、それとも発生、

項目としてここに掲示をするところがないのか確認させてください。 

次に 105 ページ、ちょっと前後するのですが、ひとり親家庭支援事業について伺います。

昨年も質問させてもらった経過があったかもしれないですけれども、支援の依頼について、
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手順についてどのようになっているのか。たしか以前は平日、家庭状況の確認が必要とい

うことで来庁して支援の依頼の手続きをするのが原則と伺っていたのですが、その辺、現

在手順はどのように対応しているのか伺います。 

6 点目、109 ページ、地域子育て支援センター運営事業のところで、拡大というところに

文字が入っているのですが、拡大の詳細について、新庁舎に移転することを含む意味もあ

ると思いますが、改めて伺います。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 障がい者の団体活動支援事業ということで、障がい者団体の自主的な活動に対して積極

的に補助をしていくという考え方に基づきまして、現在 3 団体に補助をしておりまして、

補助要綱を制定して補助をしてございます。当然、鶴谷委員からお話のあった映画の上映、

情報収集や障がいの理解を進めるための活動ということですので、補助対象の分として経

費については算入されると考えてございます。 

 

板垣副委員長 

 中居子育て支援室保育課長。 

 

中居子育て支援室保育課長 

 児童センターの委託料の部分についてのご質問でございますけれども、手元に今、細か

い資料がないので大きな話でお話しますけれども、まず児童センターで働いている方の人

件費分、それから運営に係る物品等での積算になっております。ただ先ほど申し上げまし

たように、手元に細かい資料がないものですから、後ほど資料をお渡ししたいと思います。

申し訳ございません。 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 子どもの権利擁護事業の予算の動きの関係でございます。増額したものと減額しものも

ございました。トータルとしては 7 万 3 千円ほどの増にしかなっておりませんが、28 年度

にはなくて 29年度にあるものですが、権利のパンフレットで一般用といいますか大人用と

いいますか、これの在庫が切れそうだということでこちらを増刷いたします。さらにはご

質問の中にありましたように、第 2 次の計画を作ることになってございますので、このア

ンケートをとるための郵便料を計上してございます。先ほど申し上げましたように、減っ
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たものと増えたものございまして、トータルで 7万 3千円の増となってございます。 

 

板垣副委員長 

 記内児童家庭担当主査。 

 

記内児童家庭担当主査 

 ひとり親家庭日常生活支援事業の利用申請の件でお答え申し上げます。利用の申請につ

きましては基本的には窓口におこしいただくのですが、2回目以降の利用など、家庭の状況

がある程度わかっている方につきましては、お電話等で申し出をいただきまして、郵送等

での申請書のやり取りで申請を受け付けている状況もございます。 

 

板垣副委員長 

 織田センター長。 

 

織田子育て支援室子育て担当参事 

 1 点目の子育てサイトの経費についてでございますが、システム管理の部分につきまして

はホームページに入っておりますので、政策広報課の予算に含まれます。2点目についてで

ございますが、新庁舎の拡大部分で、庁舎のオープンに合わせましてオープニングイベン

トを考えています。絵本コーナーを充実いたしまして、図書の端末利用者登録作業と原状

回復費といったところになっております。 

 

板垣副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 子どもの権利擁護事業の予算の中身について理解いたしました。第 2 期計画を立てるに

あたっての郵便料ということでしたが、こちらのアンケートの実施時期の見当がついてい

ましたらお伺いします。 

それからひとり親家庭支援事業のところですね。やはりひとり親の家庭は親が働いてい

る方が多いことと思いますから、平日の度々の来庁、支援の都度の来庁は色々なことをや

り繰りして出向くこともあるので、郵送などで柔軟に対応していただいているということ

がわかりましたので、それは今後も引き続き対応の相談に応じて取り組んでいただきたい

と思います。それでこちらの中でひとり親家庭の支援事業ですね、この支援があるという

情報を得ている家庭はいいと思うのですが、やはりこういう仕組みがないということを、

まだまだ当事者の方に届いていない実態がある方もいて、後から話を聞くと、知っていた

らやはり使いたかった、あと教えてあげたかったという言葉もやっぱり聞きます。そこの
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お宅は、もうそろそろ家庭の状況が色々あるかもしれないと周りで察したとしても、なか

なかデリケートな部分で、介入できないところがあると思うんですよね。そういうところ

では地域の中で民生委員や児童委員の方とか、あと幼稚園や保育園、学校の先生達なども

この制度の情報を持っていて、そういうつぶやきや困りごとを聞いたときに、こういう制

度があるのを知っていますかと伝えられるのがいいのかなと思うのですが、そういう関係

機関へのこういう情報の共有についてはどのようになっているのか伺います。 

 

板垣副委員長 

 木下子育て支援室長。 

 

木下子育て支援室長 

 まず権利の関係のアンケートの時期でございますが、来年度いつ時期に何をしてという

ところまではきちんと固めてはおりませんけれども、やはり現在の計画の評価と共に状況

を知るという意味ではアンケートが重要な要素になってまいりますので、年度始まりまし

てから早い時期にアンケートはとる形になろうかと今のところ思っております。 

それからひとり親の家庭支援事業の周知あるいは地域への情報提供についてですが、ひ

とり親家庭に対しては児童扶養手当現況届の審査結果通知を出すときに、ひとり親家庭が

使える制度、手当、あるいは貸し付け、この辺を網羅したチラシといいますか両面刷りの

資料をお送りして、ひとり親家庭には届くようにやっておりまして、4月にも児童扶養手当

の金額が変わるということもございますので、当事者あての周知は年に 1 度あるいはタイ

ミングが合えばさらにという形でやっているところでございます。ご質問にございました

地域の方、あるいは民生委員、児童委員の関係でございますが、現在のところ特段、ひと

り親家庭のサービスとしてこういうものがあるよということを取りたてて民生委員、児童

委員の方にお知らせした経過はなかったかと思っております。ご質問の趣旨はわかる部分

ございますので、持ち帰って内部でどういった形で、できるのかできないのか含めて、あ

るいは民生委員、児童委員の方の意向もあると思いますので、それを把握した上で考えて

みたいなと思っております。 

 

板垣副委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 子どもの権利擁護事業ところのお答えということで、早い時期にアンケート調査が行わ

れる予定ということでわかりました。アンケート調査にもかかわるかもしれないのですが、

子どもたちが相談するときの窓口を周知、広報するという意味で、これまでも子どもが持

ち歩く文房具などの配付物にそういう情報を掲載して配っていただきたいということをお
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伝えしていたのですが、アンケート結果の中にも、項目の中にも関連することになるかと

思うのですが、是非その配付物の検討を進めていただきたいと思います。そしてこれは文

房具といっても子どもが学校に持っていくものというよりも、学校では相談しようと思え

ばできる先生もいらっしゃいますし、それよりも家に帰ってきたり、別な場所で困ったな

と思うときにぱっと見ることができる、家にも置いておけるクリアファイルのようなもの

や、小さい名刺サイズのものよりもハガキくらいの大きさのもので行方不明にならないサ

イズのもので、気づいたときに相談してみようと思うツールの検討を進めていただきたい

ということを再度お伝えして、要望します。 

それからひとり親家庭支援事業の制度についての周知ですね、是非確認の上、こういう

制度があることを民生委員なり地域の中で子どもたちにかかわる見守りをしている方から、

知っていれば教えてあげたかったということを、色々な申請の通知を送る時点ではもうひ

とり親になるための色々な手続きが踏まれていることだと思うのですけれども、それ以前、

そう至る中でどんな支えが利用できるかという情報をやはり親自身も知って、その先の生

活を考えて生きるものになると思いますので、是非周知が広まるように地域の皆様と検討

して進めていただきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 ほかにございませんか。 

谷浦委員。 

 

谷浦委員 

 95 ページの福祉バスについて。福祉バスは低料金で利用できますので助かります。です

が、日帰りの利用だと 8 時出発の 17 時着と聞いております。時間が制限されているので、

登る山などが限られてしまいます。夏場は日が長いので朝 1 時間、帰り 1 時間伸びると行

き先が広がると聞いております。時間外の自己負担が発生しても良いと聞いております。

ただ運転手さんの勤務時間のこともあり、山へ登っている間は運転手さんは休憩にならな

いのか、その辺をお伺いいたします。 

 

板垣副委員長 

 奥山福祉課長。 

 

奥山福祉課長 

 以前も議会等でご質問もありました時間の拡大ということでございますけれども、研究

はしたのですが、やはり運転手の勤務体系、安全の確保ですね、拘束時間が長くなるとい

うことで、時間拡大するには相当な経費がかかるということが検討の結果になってござい

ます。あと、急な事故の対応のときに市の職員が一定程度対応できる時間帯も一応考えて
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今の時間を設定してございますので、当面はこの時間で対応していきたいと考えてござい

まして、ご理解いただきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 谷浦委員。 

 

谷浦委員 

 90 歳まで山を登ろうという登山サークルからの要望ですので、可能であれば調整して利

用しやすいようにしていただきたいと思います。終わります。 

 

板垣副委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

 以上で民生費、教育費の教育総務費の教育振興費のうち幼稚園就園奨励事業及び幼稚園

就園準備支援事業の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

休 憩  午後 1時 56 分 

再 開  午前 1時 58 分 

 

板垣副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

衛生費の質疑を行います。 

木村委員。 

 

木村委員 

 2 点で終わります。117 ページ、附属資料 1ページの健康づくり啓発事業の中で質問しま

す。この事業内容の中で、健康づくり推進員の養成や活動を支援するということで、この

健康づくり推進というのは地域に健康の大切さを広めるということなのですが、具体的に

どのような活動をしているのかお伺いします。それと任期というか期間ですね、活動する

期間があるのであればお伺いします。 

それともう 1つ、119 ページ、附属資料 1ページで、がん検診推進事業についてですけれ

ども、子宮がん、乳がん及び肝炎ウィルスとありますが、無料クーポン券を配布している

のですが、それによって受診率がどのくらい向上しているのかお伺いします。それとその
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無料クーポン券が配られても未受診の方へ個別勧奨もしていると思うのですが、それによ

ってどのくらい受診が増えたのかもお伺いします。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 まず 1 点目、健康づくり推進員の活動内容という部分でございますが、健康づくり推進

員は現在 55 名の推進員に市内各地区で活動いただいております。市の事業に協力していた

だいたり、個別にご自分のお住まいの近くで色々健康づくりについての啓発等を行ってい

ただいておりますが、例えば市の事業の協力といたしましては健康情報展の開催準備、そ

れから元気フェスティバルへの参加協力、また市民ウォーキングをやっておりまして、こ

ちらは健康づくり推進員が主体となりまして実行委員会を作りまして実際に運用している

内容でございます。任期の部分につきましては、これといった任期の期限はございません。

その方が事情によりましてお辞めになるまでは、引き続きやっていただけるという内容に

なってございます。 

 

板垣副委員長 

 尾崎健康推進担当主査。 

 

尾崎健康推進担当主査 

 がん検診のクーポン事業についてご説明させていただきます。今年度クーポンを発送し

ましたのは子宮がんで 1,311 名、乳がんで 1,937 名、そのうちクーポンを使って受診した

方は子宮がんで 146 名、率にして 11.1％、乳がんで 190 名、率で 9.8％、概ね 10％程度で

す。クーポン事業につきましては、この 5 年間、検診を受けていなかった方に対して、無

料ですので受けてみませんかというような性質のものですので、この方々がある程度受け

てくれたということで、それなりの効果はあったものと考えております。個別勧奨につき

ましては、過去にクーポン事業で受けてなかった方に対して今年度コールリコール事業と

いうのをやっておりまして、はがきで受けませんかというご案内をして、反応のあった方

に対して無料クーポン券を送るという事業を行っております。全体の受診率がどれくらい

向上につきましては率としては出ておりませんが、これまで全く受けていなかった方がそ

れなりの数受けてくれたということを考えたときに、一定の効果があったものと考えてお

ります。 

 

板垣副委員長 

 木村委員。 
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木村委員 

 健康づくり推進員についてですけれども、延べ人数が、かなり前からこの推進員の養成

をやっていると思うのですが、55 名はすごく少ない感じがするのですが、延べ人数ですよ

ね、任期がないので。私もかなり前に長野県の佐久市に行ったときに、こういう要するに

推進員、市民の方を養成してどんどん、そのときは推進という言い方ではなかったのです

が、それでその時に質問したこともあるのですが、それは本当にどんどんどんどん毎年養

成していって、市民の方、結構１万人くらいになっているというくらいどんどん増えてい

って、自分が推進員になったことによって自分で研修したりもするので、塩分控えめの食

事にしたりとか健康にすごく留意することにも繋がっているということで、比べるわけで

はないのですが、なんかすごく少ないように感じるのですけれども、この養成はどういう、

毎年養成講座みたいのを開いていると思うのですが、それに関してちょっと人数が少ない

かなという実感、それに対してどういう理由なのか、もしあるのであればお伺いしたいと

思います。 

それと無料クーポン券ですけれども、やはり 1,311 人にクーポン券を配布して 146 人、

例えば子宮頚がんですけれども 11.1％ということで、本当にそれなりの成果があったとい

うことですが、すごく低いなと思うのですが、その低い理由があれば、それでそれ以外の

89％の方にこの個別コールリコールのはがきを送られているのかどうかお伺いします。 

 

板垣副委員長 

 野切保健指導担当主査。 

 

野切保健指導担当主査 

 健康づくり推進員の関係についてお答えいたします。健康づくり推進員の先ほど申し上

げました人数に関しましては、現在活動できる方ということで実人数が 55人となってござ

います。養成講座は毎年実施しておりまして、定員を 20 名程度で募集しまして、現在 11

年を経過しているところでございます。この人数に関しましては現在活動できる方という

整理をしています。市民ボランティアになりますので余力の中で動いていただいているこ

ともございまして、少しお辞めになる方などもいますので、1年ごとに活動の意向を確認さ

せていただいて、このような人数となってございます。 

 

板垣副委員長 

 尾崎健康推進担当主査。 

 

尾崎健康推進担当主査 

 クーポン券の利用が少ないのではないかという件についてお答え申し上げます。今年度

勧奨を行った方は、26 年度のクーポン未使用者のうち、これまでに市の補助で受診歴のな
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い方に対して、今年度勧奨はがきを送る事業を行いました。無料クーポン送った方の中で、

受診したのは 10％程度で、受診率が低い理由ですが、送付対象者がそうした検診をこれま

で受けたことがない方であることを考えると、検診に関心がないといったような理由もあ

るのだと思います。今後につきましては、勧奨のはがきを送る際にがん検診の内容等を記

載するなど、送る内容についても検討していこうと考えております。先ほどお答えしまし

た受診率ですけれども、これは現在医療機関等から戻ってきている数値なので、最終的に

はもう少し率は上がってくるものと考えております。 

 

板垣副委員長 

 木村委員。 

 

木村委員      

 わかりました。最初に健康づくり推進員の方ですけれども、今実際に動かれているとい

うことですが、佐久市の場合は常に受けた方がすごい意識を持ってどんどんどんどんそう

いう方達が増えていったことによって、健康について、例えば糖尿病や高血圧など、そう

いう数値も下がってきているという取り組みだったので、1度なった方はそれは途中で色々

な理由があって、今実際にはやっていないですけれども、常にそういう意識を持って取り

組むではないですけれど持っている、続けていっていただけるようなそういう養成講座の

持ち方をやってほしいと思います。それと関連した、今、百歳体操というのを、リーダー

研修というのを行われましたけど、これは健康づくり推進員の方に限らず広報では募集し

ていましたけれども、健康づくり推進員の方もこの百歳体操の、例えばリーダー研修など

声掛けて受けておられるのかお伺いします。 

もう 1 つの無料クーポン券の方ですが、28 年度も色々休日とか、このがん健診に関して

は大曲地域や東記念会館でやったりするなどそういう取り組みはされていますので、今後

も受診率の向上に向けて色々な原因を探りながら、休日のそういった対策を今後も続けて

いっていただきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 野切保健指導担当主査。 

 

野切保健指導担当主査 

 健康づくり推進員の関係ですが、実際に健康づくり推進員さん自らが健康を見直してい

ただくということも養成講座の目的として実施しておりますことと、また学ばれたことを

地域に普及するような努めも健康づくり推進員の役割としてお願いしているところであり

ますので、養成講座に関しましては工夫をしながら実施していきたいと思います。また、

いきいき百歳体操リーダー研修に関しましては、健康づくり推進員の中でもこの養成講座
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に参加を希望する方に関しましては呼び掛けまして受講していただいております。実際に

健康づくり推進員の中で地域でこのいきいき百歳体操を展開していきたいというお声もい

ただきまして、地域で展開することに結びついた団体として現在活動に取り組んでいただ

いております。 

 

板垣副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 1 点ご質問いたします。121 ページのフッ化物洗口推進事業、附属資料は 2ページですね。

こちらは市立保育園の 4歳、5歳児及び小学校が洗口を実施することになっておりますけれ

ども、平成 28 年度ですね、4、5歳児の市立保育園の人数、それからこれを実は聞きたいの

ですが、その他の私立の幼保、これから認定されるだろう認定こども園とかそういうとこ

ろに通っている市内の子ども達の数を教えていただきたいと思います。それから今のとこ

ろ、私立の保育園の子ども達に対しては特段のそういった助成がないのかなと思っていま

すけれども、そういった私立の園に通う子ども達への今後の支援策などは検討された経緯

があったかどうか、内容についてまず 2点お伺いしたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 まず 1 点目、公立保育園の園児の数でございますが、現在の 3 園で全体園児数が、これ

は 3 月 1 日現在の数になりますが、全体で 293 名、うちフッ化物洗口をやっておりますの

が 4歳、5歳児になりますので、うちに 4歳児が 50名、それから 5歳児が 61名になってご

ざいます。それから私立の保育園の部分でございますが、認定こども園も含めまして市内

に 9 園ございますが、全体の園児数が 523 名、うち 4 歳児につきましては 99 名、5 歳児が

85 名という状況になってございます。私立の幼稚園の部分は市で把握してございませんの

でご勘弁いただきたいと思います。もう 1点ございますが、公立保育園それから小学校は、

今年度から実施をしてございますが、その他の部分ということでございますけれども、現

在、私立の幼稚園につきましては保健所が主体で実施の要請をしているような状況で、そ

れに対しまして市内で 4 園ほどの幼稚園が現在フッ化物洗口を実施している状況でござい

ます。市といたしましても保健所からそういった協力の要請があった場合は、またそれに

対して協力してまいりたいと思っております。 
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板垣副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 実はその 4歳、5歳児のときが非常に大事だということがありまして、小学校に入ってか

らだと実はそのフッ化物の塗布がちょっと遅いという歯医者さんのご意見もございます。

そういったことを考えたときに、何らかのその市内の私立のこども園に対する施策等を考

えていただきたいなという部分があるのですが、実際に近隣の市町の実態はその辺の市立

のものはわかるのですが、私立に対する補助、援助策はあるのかどうか、把握していれば

教えていただけないでしょうか。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 私立の幼稚園、保育園等のフッ化物の助成については、私どもで知り得る限りやってい

るところはないような状態で把握してございます。 

 

板垣副委員長 

 島崎委員。 

 

島崎委員 

 最後にしますけれども、そうであれば特に数がどのくらいなのかという正確な数を一度

把握していただいて、市の施策としてこの辺を独自施策として当市でどういった形でか検

討できないのかということは是非考えていただきたいなと思っていまして、実は今後、ま

ずは 6 月の一般質問のときにも小児医療の関係についてはお伺いしようと思っております

けれども、その 4歳、5歳児というのは丁度その、小学校に入ってからもそうなのですけど

も、生え変わりのときに一番大事で、そして永久歯になったときに臼歯の溝が深いんです

ね。そうするとそこに磨き残しがすごく出てくるものですから虫歯になりやすいと。今は

そこに対する臼歯の部分ですね、奥のところに、溝に軟らかめのセラミック質のような物

を埋めて磨き残しをするようなことというのは、実はうちの子どももやっているのですが、

そういったことを歯医者でもやっているということがあります。小さい子どもたちの口腔

内環境を整えていただくことはこれからの子ども達の健康推進について非常に重要なこと

なのかなと思っているものですから、この件また相談させていただいて、施策等をご検討

いただければなと思っています。答弁要りません。 
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板垣副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 2 点お伺いさせていただきたいと思います。まず 127 ページの不法投棄対策事業でござい

ます。説明書を読みますと、廃棄物のパトロール員による監視、指導を行うと。回収した

タイヤの処理となっていますけれども、このパトロールは全市的にどのくらいの頻度で行

われているのかと。かなりこの札幌近郊は不法投棄が多いと聞いておりまして、その回収

した不法投棄の回収総量といいますか、どのくらいの量が回収されているのかというとこ

ら辺と、発見しますと大量投棄なんかもあるのかもしれませんが、発見と同時に捜査当局、

警察等への告発、通報とそれに伴う検挙が実際に発生しているのかどうかというとこら辺

の状況をお聞きいたします。 

2点目でございますけれども、同じく127ページ、粗大ごみのリユース事業でございます。

これは交流センターの 1 階に製品、すごく低価格で置いておりますけれども、これの売り

払いの仕組みをご説明していただければと思います。それと売り払い収入の収納がどうい

う形で収納されているかについても併せてお伺いいたします。よろしくお願いします。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 不法投棄の関係からお答え申し上げます。まずパトロールの頻度につきましては、ほぼ

毎日地区を 2 班に分けてまして、通常の時間内がメインになりますけれども、全市を回っ

てパトロールしていただいている状況でございます。回収の量という部分についてですが、

ちなみに平成 26 年から申し上げますと 86ｔ、そして平成 27年度の実績では 80ｔという状

況でして、現在の時点で 1 月末ですけれども、74.9ｔくらいの回収となっております。そ

の対応については、発見した場合によって中身が確定できる場合などもありますので、そ

ういった場合はその内容にもよりますけれども、警察と連携を取りまして、原因者の特定

等に努めまして、また判明した場合は当然その者の責任において処理していただく形にな

りますので、特定していただくのが一番いいのですが、もしできない場合については、市

でという対応も考えなければいけない状況になっております。 

粗大ごみリユースの関係でございますが、粗大ごみリユースの売り払いの仕組みについ

ては、まず出していただきましたその商品を当課で値決めさせていただきまして、その後

ホームページ等でご案内いたしまして、それに対して応募をして、その後その応募券の半

券をもとに市で抽選会をした結果で決まった方に買っていただきます。そこでもし売れ残

った物などについては即売コーナーの方に回してまたそれも購入していただくという形で、
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代金の受領等は交流センターのところでできるような形にしておりまして、そこでうちの

方にお金が回ってきた中で会計処理をして、当課の事業等にも含めて歳入充当させていた

だくという流れになっております。 

 

板垣副委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 パトロールの関係についてはおおよそ理解ができましたけれども、通報件数とかそうい

うのが実際にあったのかどうかと。特定できれば通報するけれどもと。なかなか不法投棄

者を個別確定させるのはかなり難しいと思いますけれども、やはりこまめに告発するとい

うか通報することがよろしいのかなと思っていまして、その実績を再度お伺いいたします。 

粗大ごみのリユースの関係ですが、価格を決めてというのがあるのですけれど、欲しい

なと思っても皆さんその価格で札入れするものですから抽選になってきますけど、やはり

費用 520 万円くらい掛けていますから、回収することも考えると、例えば 1 円でも高くと

いうならば入札だとかそういう簡単なそういう形で 1 円でも収入を上げることも 1 つの手

なのかなと思っていますので、今後のそういった考え方があるのかどうか再度お聞きいた

します。よろしくお願いします。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 まず通報件数ですけれども、昨年度については 2 件程度でございました。よほど悪質な

部分というのも含めての関係でございます。あと抽選の部分については、粗大ごみのリユ

ースの部分で収入を上げていこうという取り組みについては、私どももやっと今 2 年近く

の軌道に乗ってきたところでもありますので、また勉強させていただいて、頑張って収入

にしていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

板垣副委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まず 1 点目は 117 ページの健康推進経費ですけれども、先ほど木村委員からもお話され

て、いきいき百歳体操についてはかなり市としても推進するという考えだと思うのですけ

れども、非常に効果があると聞いているのですが、普及のネックになっているのが、いわ
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ゆる映像を映して皆で見るという形でやるものですからその機材がなかなか揃わないとい

うことで、普及したくてもなかなかできないということも言われておりますけれども、こ

の推進にあたって、そういう健康推進員などがやっている色々な事業に対する支援策のよ

うなものは考えておられないのかどうかというのが 1点です。 

それから 2 点目は 123 ページの有害鳥獣駆除対策ですけれども、これについては具体的

な実績等ですね、どういう形で行われてきているのかというところと実績をお聞かせ願い

たいと思います。 

それから 127 ページですけれども、ごみ減量化・資源化対策事業ですけれども、これに

ついては 2つお聞きしたいのですけれども、ごみ減量化の計画と、27 年度、28年度の計画

と実績についてお聞かせ願いたいと思います。それともう 1 つは樹木系の廃棄物というの

でしょうか、家庭から出る様々な伐採木ですね。それの出た量と実際にそれを中間処理さ

れてチップ材として処理されていると思うのですが、ただチップ材にならないで、細い枝

とかですね、そういう物についてはどれくらいあって、それは埋め立て処理されているの

ではないかと思うのですが、その行き先はどうなっているのかをお聞きしたいと思います。 

それから同じページの家庭ごみ適正処理推進事業ですけれども、これについては現在指

定ごみ袋で市民がいくらいくらと出して買って、それを手数料としてやっていると思うの

ですけれども、これについて 1 つは作成処理の費用と作成枚数、それからそれによる事業

経費ですか、手数料収入も含めてどういう仕組みになっているのかをお聞きしたいと思い

ます。それとこれについては全市一律で値段が定められていると思うのですが、公正取引

委員会が出している地方公共団体からの相談事例集なのですが、それを見ますと、市が市

の指定ごみ袋の価格を一律に指定することは価格を一律に決めるという独占禁止法に違反

する行為であるという見解が出されているのですが、ここら辺のところはどのように整理

されているのかをお聞きしたいと思います。もう 1 つは、いわゆる赤袋と水色の袋ですよ

ね、それについては破砕するごみ袋と破砕しないということでなっているのですが、破砕

機が壊れていると依然聞いていましたけれども、そういう事実はないのでしょうか。なけ

ればいいのですが、破砕機が壊れているので赤と水色の部分があまり意味がないのではな

いかという話を聞いたものですから、なければそれはなしということでよろしいです。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 それではいきいき百歳体操の事業についてお答えしたいと思います。現在こちらの体操

の事業につきましては、高齢者支援課の事業として行っているところでございますが、4月

以降また健康推進課に移管される予定もございますが、一応今、高齢者支援課で行ってい

る事業として、この百歳体操のＤＶＤのソフト、それから体操に使います重りみたいなも
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のがあるのですが、この貸し出しにつきましては市で行っておりますが、テレビそれから

プレーヤー等の機材の貸し出しについては現在行っていない状況でございます。今後につ

きまして、また保健センターの中でその辺の貸し出しについても検討してまいりたいと思

ってございます。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 有害鳥獣の事業の実績でございますが、まず駆除の形で 27 年度の実績ですけれども、詳

細は事務事業評価にもなっておりますけれども、エゾシカが 59頭、カラスが 1,063 羽、キ

ツネが 22 頭、アライグマが 81 頭という有害鳥獣の駆除件数でございます。ちなみに今年

の 1 月までの段階ではエゾシカは 78 頭、カラスは 1,220 羽、キツネは 18 頭、アライグマ

81 頭ということで、事業の内容としてはそういう駆除の件数を猟友会の皆さん等にもご協

力いただきまして対応させていただいているという実績になります。また後ほど私からお

答えいたします。 

 

板垣副委員長 

 木村廃棄物管理担当主査。 

 

木村廃棄物管理担当主査 

 枝木の資源化の量についてお答えさせていただきます。冬に枝木の資源化処理を行って

いますが、28 年度分の量としては約 213ｔ、こちらは全量がクリーンセンターでチップ化

され、基本的には製紙工場などの燃料として使われていると聞いております。また細かい

もの等の行き先ということだったのですが、基本的には枝木として出されている部分につ

いては全てチップ化する時の破砕機に投入している形になりますが、例えばピンクの有料

袋とかそういったところに細かいものが入っているというところまで取り除くなどのこと

は行っておりませんので、そういったものについては破砕された上で埋め立てという状況

になっております。 

 

板垣副委員長 

 米村廃棄物計画担当主査。 

 

米村廃棄物計画担当主査 

 計画値と実績値についてお答えいたします。28 年度につきましてはまだ数字がまとまっ

ておりませんので、27 年度の計画値におきましては 1 人 1 日当たりの総排出量が 872ｇで
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ございます。27 年度の実績におきましては 700ｇとなっております。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 家庭ごみの適正化の関係のお答えを申し上げます。まず指定袋の作成処理の費用につい

ては今年度は業務委託の経費として 3,523 万 3,704 円という形になっております。まず手

数料の収入の見込みといたしましては 9,420 万円程度という形で見込んでおります。そし

て枚数については常時の体制もありますので、枚数につきましては足りなくなることがな

いように維持する形で準備していくということで、大体毎年度、今回 18 カ月分は在庫を用

意しているようにということで、4月時点の段階で準備しているところでございます。もう

1点、先ほどの公正取引委員会からの独占禁止法違反の関係というお話でございますが、平

成 19年 6 月の公正取引委員会の資料にはそのような話も記載されていたことは私も記憶し

ているのですが、全国の市町村で家庭ごみ袋の指定につきましては 2 通りの方法がござい

ます。1つ目は単純指定袋制度といいまして、自治体はそのごみ袋の規格、大きさ、容量を

定めるという部分だけで、そのごみ袋については有料ではなく手数料としての意味合いを

持っていないごみ袋を決めているものと。もう 1 つは有料指定袋制度といいまして、これ

は当市ほか札幌市等々のごみ袋が切手と同じような扱いという形で手数料という意味合い

を持ったものでございます。今回私どもも調べているところでは、この単純指定袋制度に

おいて、有料という袋の意味合いではなく 50 円とか定めることは公正取引委員会が曰く、

独占禁止法の違反であることに近いという回答もいただいてまいりましたけれども、当市

の場合これは切手と同じような扱いで考えておりまして、ここについては統一することに

ついて直ちに問題にはならないという見解を頂戴しているところでございます。取扱店で

交付していただく部分ということでご説明させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

板垣副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 3 点ほどをお聞きいたします。121 ページ、動物衛生等管理事業ですけれども、年間の犬

の保護の頭数、何頭保護したのかお聞きいたします。 

あと 124 ページの清掃対策費ですけれども、資源物の持ち去り防止条例を設定いたしま

してから持ち去り報告はあったのか、何件あったのか、何件か自分の耳に入ってはきてい

るのですが、担当部署に報告があったのが何件なのか教えてください。 
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あと 127 ページの粗大ごみリユース事業ですけれども、リユースは現在家具がメインで

すけれども、再度自転車のリユースをやってもらえないかというお話もあるのですが、そ

れらの家具以外のリユースというのは現状どうなのかお聞きいたします。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 まず犬の保護の関係等でございますが、今年の 2 月現在の状況でございますが、まず野

犬掃討という形で 2 件、あと犬を保護したということで 2 件、猫などの保護というのもあ

りますがこれも 4 件程度、あと負傷動物の保護ということで、これは猫に限らず色々な動

物が入っていますけれども 7件、あと併せてですが動物の死骸の回収も 23件、今回この事

業の中には 27年度から始めておりますけれども、スズメバチの駆除もありますので、こち

らも 135 件程度という実績になっております。 

持ち去りの関係でございますが、28 年度中の部分につきましては口頭注意で 2 件、外国

人の方でございました。これ以外にも大曲で目撃情報等もあったように聞いておりますけ

れども、一応、今私どもが把握している状況でございます。 

リユースの販売品の関係でございますが、28 年度から自転車の部分もやらせていただき

ましたけれども、一応 29年度も自転車を是非やらせていただきたいと考えております。実

際自転車につきましては色々と、リユースといっても鉄くず、金属くずという形でリサイ

クルに回るものでもありますので、私どもとしては目玉商品というかそういう扱いにもな

ると思いますし、また基本的にごみを減らしていきたいという部分は市民の皆様も私ども

も一緒でございますので、活用できるものは活用したいという姿勢で臨んでまいりますの

でよろしくお願いいたします。 

 

板垣副委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 犬の保護、動物の保護ですけれども、なんとか殺処分ゼロというのをやっていきたいな

と思うのですけれども、保護された犬、猫、諸々、飼い主に戻ったもの、戻った頭数があ

るのか、千歳保健所に全部送られてしまったのか、その後どうなったのか、わかれば教え

てください。 

あとリユース事業ですけれども、自転車は本当に結構希望が多いので、できるだけ台数

を増やしてやっていただきたいと思います。それと季節ものの学習机、学習机なんか出て

いるかわかりませんけれども季節もののそういうもの、以前、仙台にリユース事業で勉強
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しに行かせてもらったら、学習机なり制服が対象になるかわかりませんけれども、そうい

うのもやはり人気があったというのがありますので、そういうものというのは考えないの

かお聞きいたします。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 最初に動物の方のお答えをさせていただきます。犬につきましては細かく言い過ぎてわ

かりづらかったかもしれませんが、トータルでは 14 件になります。そのうち飼い主に戻っ

たのが 9 件、里親は今回なかったので 0 件ですが、あとは保健所に 5 件行っています。猫

については私どもで捕獲できないのですが、来た場合は警察から回ってまいりますので、

そういった場合はお預かりしていますが、こちらは負傷動物としてうちに来たのも含めて 9

件いたのですが、里親は 0 件で、保健所に 8 件、あと 1 件が残念ながらうちに来たときに

は負傷状況がひどく死亡してしまいましたが、可哀想だったのですが、そういう状況で、

私どもが保健所から聞いている話では殺処分に回ったというのはここ数年ないと聞いてお

りますので、なるべく動物愛護の部分でも今後も訴えていきたいと思います。 

あとリユース品の関係で、学習机については出されているときもございます。制服とい

うのは今回初めて伺ったのですけれども、そういった部分、まだどこまでできるかという

のは、あくまでも廃棄物として出されたものをあそこで取り扱うという制度にはなってい

るので、その中で活用できるものは活用を図っていきたいと思います。たまに行きますと

結構良い材質のものがこんなに安く買えるんだということで、自分が学生時代だったら本

当に良かったなと思うのですが、そういった期間という部分、先ほどお話ありました通り、

その辺も意識しながら活用を図っていきたいと思います。 

 

板垣副委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 117 ページの生活習慣病予防事業のところですけれども、ここはもしかすると特定健診の

ところも少し絡むので、もしかしたら国保の方、ちょっとわからないのですが一応聞いて

ください。ここの内容のところに糖質異常症等を予防するために予防教室をやったり、血

液データ等から予防改善の必要のある方に指導したりとあるのですが、40代、50 代、特に

家庭の主婦とかはなかなか検診に行くことに積極的に取り組まれない方が、忙しさとか切

実さがちょっとなくて、そういう方が多いのではないかと思うのですが、ご存じかどうか

わからないのですが、今色々な簡単に自宅でも検診ができるというものが出てきていると
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思うのですが、スマホでドックとか、これはＫＤＤＩが中に入っているみたいですけれど、

キットが送られてきて、自分で採血をして送ってというようなことですとか、これも自治

体の補助があって少し安くできるという制度ですとか、あとイオンやツルハもやっている

みたいなのですが、お買い物に行ったついでに健康診断が受けられる、指先から血液を採

取してですよね。そういうことがだんだんと普及してきたということですけれども、早め

に習慣病の予防をするという意味ではそういうことも検討されてみてはいかがかなと思う

のです。そのためにはたぶん個人でやると 3 千円とか掛かるのを、いくらか自治体の補助

でやるということみたいなのですが、こういうことが予算の時なので前向きに検討してい

ただけないかなと思って質問いたしました。 

それから先ほどもありました 121 ページのフッ化物洗口のことですけれども、これは洗

口を望まない、行わない子どもの権利というのもしっかり守らなければいけないと思うの

です。実際にフッ化物は科学物質ですので、アレルギーのあるお子さんをお持ちのお母さ

んなどはすごく不安に思っていますし、実際に薬というか洗口の液体を口に入れて気持ち

が悪くなったというお子さんもいらっしゃるわけですから、行政としてこれを強制すると

いう流れになってはいけないと思うのです。あくまでも選択の自由が確保されなければい

けないと思うのですが、現在洗口を行わないという手続きをとっているお子さんはどのく

らいいらっしゃるのかお伺いいたします。 

それから 127 ページのごみの減量化・資源化ですけれども、だんだんと広域化のところ

が迫ってくるわけですけれども、やはり今まで以上に遠くまでごみを運ぶというところで、

以前からも申し上げているのですが少しでも減らそうということが、それが全てお金にも

負担にもかかってくるということで、今年度だんだん近づいてくるに向けて減量化の取り

組み、新たな取り組みを考えていらっしゃるのか。特に以前から私も話しているのですけ

れども、ごみの中に含まれている、量が多いと言われている生ごみの次に紙ごみですよね、

紙ごみについても集団資源回収でも随分と持っていてくださるところも増えてきているみ

たいですけれども、まだ普通ごみの中に含まれている紙ごみも多いのではないかと思うの

です。紙の減量化に向けての取り組み、考えていることがありましたらお伺いしたいと思

います。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 1 点目、スマホでドックですとかそういった通信機器を使ったシステムの運用につきまし

ては一般質問のときにもお答えした部分でございますが、他市でそういったシステムを活

用しているところがございますので、その辺の先進地の状況等についても今後研究して検

討してまいりたいと思っております。それから生活習慣病に関わる色々な測定機器の部分
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でございますが、今回保健センターに測定コーナーということでいくつかの機器を用意さ

せていただきまして、市民の皆さんに測っていただけるような部分をさせていただこうと

は思っております。 

それからフッ化物洗口の部分でございますが、田辺委員がおっしゃるように、たしかに

これは強制でございませんので希望しないお子様もいらっしゃいます。希望しないお子さ

んへの対応としては水道水を用いて希望している他の児童と同様に実施するとか、放課後

に実施の場合は先に下校させるとか、学校の体制や実情に応じて現在対応しているところ

でございます。実施する子も実施しない子にも配慮いたしました最善の方法を今後考えて

対応していきたいと思ってございます。現在希望していない子がおおよそ 2 割程度はいる

ような形で把握してございます。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 ごみの減量化に向けたということで、田辺委員からもありましたとおり、組成分析の中

ではその他紙類というのは非常に多くて比率としては 17.41％ということで、直近のデータ

でもそのようになっております。そういった中で前々からも色々とアイデアを頂戴してい

た部分もありまして、私どもとしても今度は紙をターゲットにして色々と減量に繋がるよ

うな手法を進めていきたいという方向で今研究をやっているところでございます。また他

にも、前々からご説明していた外に立っての分別啓発や、明年、事業者の 4 月からごみの

料金改定等でも、今、何社か収集許可業者を通じてお声掛けして、そういった事業所にも

今飛び込んで説明などを行っている状態でございますので、そういった中でもまた進めて

まいりたいと思っております。 

 

板垣副委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 今のごみの件ですけれども、本当に紙ごみを含めて、ごみをやはり減らしたいというの

で、行政としても一生懸命やられているのも理解しているのですが、前から言っているよ

うに、この広域化に向けてというところで是非市民の方からチームみたいなのを作って、

以前にもあったと思うんです、ごみ減らし隊とかそういうのを作って、色々なアイデアを

もらって、色々コンテストみたいなのをやったり、目に見える形で減らそうという意気が

ぐっと高まるような士気が高まるようなそういう取り組みを本当に広域化に向けて是非検

討していただきたいと思いますので、これはきっとやってくださると信じて要望いたしま



H29.3.7【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

64 

 

す。 

それからフッ化物洗口に関してですけれども、私たちが以前市内の幼稚園に聞き取りを

したときに、その幼稚園自体で色々な虫歯を無くす取り組みをしているところもあって、

歯ブラシを持ってきて食べた後に歯磨きをしている幼稚園もありましたし、水でうがいを

しているところもありました。そこにかかわっている先生達の中でもやはりフッ化物洗口

することにあたってちょっと不安な気持ちもあるというお声も聞いています。それぞれの

家庭で虫歯の、虫歯はもちろん無いに越したことはないので、取り組みをされていると思

いますので、行わない子どもたちの権利がしっかりと守られるように、行政として対応し

ていっていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

板垣副委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 健康推進費について 2 つ伺います。121 ページで資料が 50 ページですが、妊婦の健康診

査の通院支援と特定不妊治療助成について、こちら総合戦略の中身ですけれども、こちら

で伺ってもよろしい内容でしょうか。それでは 1 つ目の妊婦の検診の通院支援費と特定不

妊治療助成、特定不妊治療助成は 2016 年度ということで今年度から始まった内容ですけれ

ども、この 1年の利用状況はどうだったでしょうか。伺います。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 特定不妊治療の助成事業の実績についてでございますけれども、これは 3 月の今日現在

でございますが実績が 22 件、延べにいたしますと 25 件というような実績になっておりま

す。それと妊婦健康診査通院支援事業ですね、こちらにつきましては今年の 2 月末現在の

申請数で申し上げますと、実績として今 90件となってございます。 

 

板垣副委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 結構いらっしゃったということですね。妊婦健康診査の通院の支援費ですが、現在市で

は 1 回 1 千円で 14 回までということで、こちら超音波の検査も含まれていたでしょうか。

稚内市では超音波の検査も含めて 16 回と超音波検査を 6回という、当市よりも充実してい
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るのかなと思っているのですが、そちらいかがでしたでしょうか。 

あと特定不妊の方ですけれども、現在市では道の制度に基づいて 1 回の治療につき 5 万

円まで助成しますということだったと思うのですが、こちらご存じのように不妊治療は本

当に数百万円単位になることもありますので、なかなか 5 万円が上限というのはちょっと

厳しいのではないのかなと思うのですけれども、こちらも稚内市の例を挙げさせてもらい

ますけれども 10 万円を上限として設定しているんですよね。そしてまた 6回まで使えます

よということで、この 6 回までというのも年数を超しても大丈夫というか、その無制限で

という制度が設定されていますので、なるべくその負担にならない形で助成の枠なども検

討していただければと思うのですがいかがでしょうか。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 特定不妊治療の助成額の部分でございますが、たしかに永井委員がおっしゃるように市

は道の基準によって助成を受けて、その足りない分について上限 5 万円という形で設定さ

せていただいております。今後また道なり国の助成の額等が見直しになった場合は、それ

に合わせて市もその辺についての助成額はまた検討しなければならないかと思ってござい

ます。今現在としましてはこの額でやらせていただきたいと考えてございます。 

妊婦の超音波検査の部分でございますが、こちらは通常の 14 回の健診について助成させ

ていただいてございますが、超音波の部分は通常の妊婦健診と同時に行うことがほとんど

となってございますので、最高 14 回で 1回千円の助成とさせていただいている状況になっ

ております。ですから別でやっているわけではないということでございます。 

 

板垣副委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 予算書は 117 ページで、附属資料は 1 ページです。健康づくり啓発事業、生活習慣病予

防事業と、どちらに係るのかわからないのですが、今回の小田島委員のご質問にもありま

したが、当市の喫煙者の率は全国平均よりもたしか上回ったのではないかと記憶しており

ます。そして国民の生命と健康を守るという視点から厚生労働省が今、受動喫煙の防止に

向けて、諸々の法律化に向けて一生懸命取り組んでおります。当市における禁煙に向けて

の対策ですとか受動喫煙の怖さだとかそれはどのように取り組まれているか。それと禁煙

週間というのがございますが、その取り組みもお聞かせください。 
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板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 受動喫煙の部分の対策ということですが、禁煙週間につきましてはポスター等の掲示、

それからホームページ等で周知啓発をさせていただいている状況でございますが、受動喫

煙に向けての具体的な対策につきましては、今後、市としても、今、北海道もそういった

プランを作っておりますので、その辺も参考にしながら検討していかなければならないと

考えてございます。 

 

板垣副委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 平成 27 年度と 28 年度の禁煙週間の取り組みですが、道内の市町村を見てみましたら、

非常によくやっているところと当市のように庁内にポスターを貼っただけというところも

少しありましたけれども、市町村によりましては禁煙したい、やめたいけど、わかってい

るけどやめられないという方に対して 1 万円を上限に医療補助を出して取り組んでいらっ

しゃるところもありました。それから母子、妊娠中でもたばこ煙草をやめられないという

方もいらしたり、どんなに喫煙することが体に及ぼす影響があるかという啓蒙、この我が

市は非常に遅れていると思いますのでどんどん取り組んでいただきたいと思います。検討

を願いたいと思います。それから喫煙に対する色々と講座も開かれるかと思いますけれど

も、そのときに私はこうやって煙草を止めたという体験談の講演なども取り入れて、立体

感のあるものにして取り組んでいただきたいと思います。要望です。 

板垣副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 5 点ほどお聞きします。まず 117 ページ、健康推進経費で、新庁舎での保健セン

ター内に各種健康測定機器が入る、先ほど田辺委員からもそれに関連する質問が出ました

けれども、具体的にどういう機械が入って、その機械の中身ですね、その機器利用に関し

ては誰が担当するのか、保健師さんが担当するのか一般職員が担当するのか、ご説明願い

ます。 

それから 119 ページ、予防接種推進事業。成人用肺炎球菌の予防接種、今テレビでもコ

マーシャルを盛んにやっておりますが、今月で補助が終わるということで、まず我がまち

のこの成人の肺炎球菌の接種率が今どこまで来ているのか。おそらく今テレビで盛んにＰ
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Ｒしているのは対象なのに忘れているのか受けていないのか、有料ですから本人のお考え

もあると思うのですが、その辺に対する市としてのＰＲはどうしてきたのか含めてお聞き

します。 

それから同じく 119 ページ、がん検診の推進事業ですが、28 年度の土曜日のがん検診、

おそらくレディース検診になると思いますがこの実績、それから 29 年度はどのように取り

組むのか、目標も含めて。 

それから 121 ページ、動物衛生管理業務で、まず平成 28 年度の犬の登録件数は何件だっ

たのか。それからもう 1 つは畜犬の登録についてでありますが、聞くところによると市は

平成 27 年度から市内動物病院での登録を事務委託したと聞いているが、従前とどのように

変わったのか説明をお聞きします。それから犬の中で未登録犬、この場合は狂犬病の予防

注射も受けていない可能性があるわけですが、その場合、市は未登録者に対して勧告等は

どのようにしてきたのかご説明願います。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 保健センターの健康測定コーナーの部分でございますが、入口を入りまして右手のロビ

ーの部分に現在 5 種類の測定機器を設置する予定で考えてございます。まず 1 つ目が認知

症の測定機器ということでアルツハイマー型の認知症も含むそういった認知症の早期発見

のためのプログラムの機械でございます。それから 2 つ目が体組成計ということで、これ

は体成分の分析ということで内臓の脂肪量や部位別の骨格の筋肉量、それからウエスト周

りの脂肪レベルなどを測れる機械でございます。3つ目が自動血圧系ということで、これは

血圧それから血液の循環の測定ができる機械でございます。4つ目は身長体重計でございま

す。これはＢＭＩの値も合わせて測定できるような機械になってございます。最後に 5 つ

目が血管機能の測定ということで全身の動脈の硬さの状態を測る、検査するような機械、

この 5 種類の機械を今設置するような予定で進めているところでございます。機械の操作

につきましては全てこれら機械の自動測定になってございまして、機械の前の方に操作要

領等を掲示しまして、基本的には自由にご自分で測っていただこうと考えてございます。

測定結果がプリントアウトされますので、結果について指導それから助言を希望される場

合につきましては、ちょうどそのすぐ後ろが受付のカウンターになっておりますので、こ

ちらに保健師、栄養士等の専門職がおりますので、随時その辺は担当していきたいと思っ

ております。 

それから 2 番目のご質問でございますが、成人肺炎球菌の接種者数と接種率という部分

でございますが、2月末現在、医療機関から報告があったものが 1,391 件、全体対象者数が

3,875 人でございますので、接種率は約 36％程度になってございます。昨年の接種率が約
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43％でございましたので、もう 1カ月切ったのですが、3月末には大体最終的に昨年と同じ

くらいの接種率にはなるのではないかと考えてございます。あと 3 月末までの周知啓発の

部分でございますが、毎年 4 月に広報で今年対象となっている方についてお知らせをいた

しますし、6月には対象者に個別の通知をしてございます。また今年度対象者につきまして

は 3 月末までの期限が迫っているということで、市のホームページでお知らせしていると

ころでございます。 

最後にがん検診のレディース検診の検査の結果と新年度の予定ということですけれども、

昨年度 2月に実施いたしましたレディース検診は今年度は 12 月と 2月にも実施してござい

ます。12月のレディース検診の受診者につきましては 100 名定員のうち 67名参加、それか

ら 2 月は 50 名定員のうち 41 名が受診されたという結果になっております。また今年度か

ら 7月と 11 月に乳がんと子宮がんについて市内で集団検診を実施してございます。受診状

況につきましては 7 月は乳がんが 90 名中 81 名、子宮がんが 70 名中 67 名、11 月につきま

しては乳がんが 90 名中 57 名、子宮がんが 150 名中 49 名という実績になってございます。

今年度取り組みましたこれらの検診につきましては、新年度も継続して実施してまいりた

いと考えてございます。 

 

板垣副委員長 

 志村環境課長。 

 

志村環境課長 

 犬の関係のお答えを申し上げます。まず直近の 29 年 2 月末現在の北広島市で登録してい

る犬の数でございますが、3,880 頭となっております。27 年度からということで、26 年度

までは市内の動物病院の皆様にご協力いただきまして、病院で未登録犬を市役所に行って

登録してくださいという案内をしていただくような形で書類等の受け渡しをお願いしてい

たところですが、27 年度からは登録案内はもちろんのこと、新規登録の手続き受付、登録

料の受領、そして鑑札と門標というものをお配りしますけれども、こちらの交付といった

登録業務の全般を委託によりお願いすることとなりました。これによって、市役所と出張

所のほか 8 カ所の病院での登録も可能になってまいりました。続いて未登録犬ということ

でございますが、未登録犬は基本的に通報があって発見する場合も過去にはありましたけ

れども、最近はほとんどそういうことはないですが、まず平成 29年 2 月の段階で今押さえ

ているのは 42頭でございます。この数はどのようにわかるのかといいますと、市内の動物

病院では登録していなければ、先ほど言ったとおり委託により登録できるので今年はそう

いう事例がなくなってきたのですが、市外の動物病院で狂犬病の注射を打ったときに、そ

の注射を打った証明書は本人のほか北海道の獣医師会に行きまして、その獣医師会からそ

こに書かれた市町村役所に配送されてきます。その通知が当市に着たときに把握できたの

がこの 42頭ということで、実は少し前には減ったのですが、また追加でちょっと獣医師会
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から来た関係で今 42 頭という形なってしまいましたが、そういった形で判明した方につき

ましては当市からお願いというか勧告に近いような形で、こちらは狂犬病予防法という法

律があるものですから、登録をきちんとしてくださいということをご案内して、1回、2回、

多い方で 3回という形で文書を出させていただいております。特に平成 26年の 2月に起き

た白老での事件を受けて、北海道及び北海道警察からも連携強化ということで謳われてお

りますので、そういった部分もご案内文にご説明して、事故がないように適正に努めてま

いりたいと思っております。 

 

板垣副委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 2 点だけ再質問しますね。各種健康機器で、今、及川健康推進課長から 5種類ほど、機器

の後ろというか傍には保健師もいますよということで、この中で検査の結果、要精密検査

と、そのようになった場合、おそらく保健師さんに相談する方もいると思うのですが、相

談した後のフォローですね、そこで相談して終わりなのか、その方の追跡調査みたいもの

をするのかどうか。この方はどう考えても精密検査しないと危ないですよといった方を本

当に精密検査したのかどうかみたいな追跡調査をこの場の方がするのかどうかというのは

想定しているのかどうかをお聞きします。 

それから成人用肺炎球菌ですが、もう 3 月いっぱいで補助が終わるので駆け込みで打つ

方もいると思うのですが、もしかしたら忘れている方もいると思われるので、必要であれ

ば地元の新聞にもお願いして、忘れていませんかという注意喚起を図るような報道もして

もらうのも 1つの手かなと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

板垣副委員長 

 及川健康推進課長。 

 

及川健康推進課長 

 まず 1 点目の測定結果について、保健師等に相談をして追跡の調査という部分でござい

ますが、今のところはその結果について指導、助言に止めたいと思ってございます。その

後の部分についてはまた検討してまいりたいと思っております。 

成人肺炎球菌の報道の部分でございますが、新聞等にも依頼して報道していただきたい

と考えております。 

 

板垣副委員長 

 ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶものあり） 

 

板垣副委員長 

 以上で衛生費の質疑を終わります。 

暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午後 3時 15 分 

再 開  午後 3時 15 分 

 

板垣副委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に、一般会計の質疑を一旦中断し、霊園事業特別会計予算の質疑を行います。 

いらっしゃいませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 以上で、霊園事業特別会計予算の質疑を終わります。 

お諮りいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

ご異議なしと認めます。本日はこれにて散会といたします。大変ご苦労さまでした。 

 

 

 

 

午後 3時 15 分 

 

 

委 員 長  橋 本  博 
 

副 委 員 長  板 垣 泰 彦 


